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序

京田辺市の中央部、とんちの一休さんで有名なー休禅師が建立した酬思庵のあ

る薪の丘陵地には、古墳時代後期の古墳群が数多く存在することが知られてい

ます。このたび報告する堀切古墳群もそのひとつで、丘陵の高所には横穴式石

室墳が、同じ丘陵の斜面には横穴が造られるという市内でもまれな存在となっ

ています。

今回の調査は、平成17年度に実施した第 3次調査地に隣接した地域で、行った、

この古墳群では 4回目の調査になり、主に17年度に一部が確認された11号墳と

以前から知られている10号墳を対象にしたものです。 ともに半分以上が失われ

ている状況での調査でしたが、 11号墳では、前回みつかった陶棺に加え、凝灰

岩製の家形石棺が使われていたことがわかるなど、一定の成果を得ることがで

きました。

最後になりましたが、今回の調査にあたりましては、 3次調査同様事業関係

の方々、関係機関をはじめ多くの方々のご協力 ・ご指導を賜りました。あらた

めてお礼申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財へのご理解を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成 22年 3月

京田辺市教育委員会

教育長村田新之昇
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l 本書は、京都府京田辺市薪堀切谷 ・里ノ内地内宅地造成工事に伴う堀切古墳群発掘調査報

告書皿で、既刊の『京都府田辺町堀切古墳群調査報告書』田辺町教育委員会 1989、『堀切古

墳群発掘調査報告書IUJ京田辺市教育委員会 2006の続編である。

2 現地調査及び整理報告は、京田辺市教育委員会、株式会社信和住宅、安西工業株式会社の

三者で覚書を締結して実施した。
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安西工業株式会社調査部調査技師 鈴 木 啓 史
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賜った。記して感謝いたします。

6 調査期間中及び本書を作成するにあたり、次の方々からご、教示を賜った。記して感謝の意

を表します。(順不同・所属敬称略)

辰巳和弘、橋本清一、森岡秀人、 富山直人、中村浩、菱田哲郎、堀内明博、 竜子正彦、
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奥村清一郎、深津芳樹、林正憲、南部裕樹、渋谷誠、後藤完二、安孫子雅史、久富正登、

入江剛弘

7 調査及び本書作成に関して、現場・遺物写真は豊田有三氏、 金属製品の保存処理は奈良県

立橿原考古学研究所の協力を得た。記して感謝の意を表します。

8 本書で使用した遺跡の名称及び古墳番号は、『京都府田辺町遺跡地図Jl(田辺町教育委員会

1995)に従った。

9 遺跡及び遺構の位置は、世界測地座標系により示した。標高は海抜 (T.P)である。本書

第2図で使用した地図は、国土地理院発行地形図 (1: 25，000) I田辺」 ・「枚方」・「宇治」 ・「奈

良」を編集して使用した。

10 出土遺物及び図面・写真等一切の記録類は、京田辺市教育委員会が保管している。

11 本書の執筆は、 Iはじめに、皿 2.(1)老鷹野が、他を主に鈴木が分担して行い、N2.(1) 

E羨道部の石材材質を京都府立山城郷土資料館橋本清一氏、町 2. (2) A須恵器・ B土師器

を大阪大谷大学文学部文化財学科大川健、飯田綾美両氏、 V堀切古墳群出土土器の蛍光X

線分析を同大学三辻利一氏、VlI総括を京都府立大学堀内明博氏からそれぞ、れ報分を賜った。

本書の編集は、鷹野の指導 ・助言のもと、鈴木啓史・島軒満が行った。
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I はじめに

堀切古墳群は、京都府京田辺市語読訪誌に.主フ丙ほかに所在する古墳時代後期の円墳と横穴

で構成される古墳群である。

株式会社信和住宅は、平成17年度に引き続きその隣接した区域で、大規模な切土を主体と

する第 2期宅地造成を計画し、平成19年4月京田辺市教育委員会に埋蔵文化財に関しての問

い合わせを行った。当委員会では、当該区域に堀切10・11号墳の 2基の古墳があることと、

さらに未発見の古墳等が存在する可能性のあることから、現地の踏査、試掘確認の調査ののち、

本格的な調査の必要な旨伝えた。

株式会社信和住宅では、発掘調査の現地作業等を安西工業株式会社に依頼し、当委員会指導

のもと、平成19年5月に試掘調査を実施した。その結果を受け、当委員会では両社と三者に

よる覚書を締結し、 8月20日から現地調査を開始し、 11月2日に終了した。なお、期間中の

10月27日には一般市民を対象とした現地説明会を開催した。

なお、調査に際しては、土地所有者である株式会社信和住宅をはじめ、関係機関、地域の方々、

また酷暑のなか調査に直接従事された作業員さん等、多くの方々の協力を得た。記して感謝の

気持ちと したい。

第 1因調査地位置図



E 位置と環境

1 .地理的環境

位置と交通 堀切古墳群が所在する京都府京田辺市は、京都府の南西部、南山城地域の中央

やや西寄りに位置する。岡市は東を木津川、西を生駒山系、北を八幡市、南を精華町と接し、

人口約6万3千人、総面積は約43krriの規模となっている。平成21年の統計によると、内訳は

山林21.6%、田18.0%、宅地14.2%と、 全体の約53.8%を占める。市内中央西寄りには南北

に京奈和自動車道、府道八幡木津線や山手幹線が縦走し、ほぼ中央を東西に国道307号、南部

に府道生駒井手線が横断し、北西端には平成15年から第 2京阪道が開通している。鉄道はJR

片町線(学研都市線)や近鉄京都線がほぼ中央を縦走し、京都市内へは約25分で、約22km、大

阪市内へは約45分で約28km、奈良市内へは約20分、約17kmの距離にあるO このように岡市

は京都と奈良のほぼ中聞に位置するといえ、大阪にも比較的近いといえよう O

歴史的にみても、岡市には平安京遷都以前は大和と山陰を結ぶ古山陽・古山陰併用道が通っ

ており、遷都後も奈良街道(歌姫越)が古山陰道を踏襲している。古山陽・古山陰併用道は京

田辺市大住地区岡村付近で分かれ、古山陽道は北西へ丘陵の麓に沿いながら南西に向きを変え

河内国樟葉駅に至り、摂津大原・殖村両駅を経て西行していた。これが後の大阪街道にあたる。

一方古山陰道は北北西に進み、淀川を渡り、乙訓郡駅家に至って、丹波国篠へ向かう O また田

原道は、古山陽・古山陰併用道の山本駅(現在の京田辺市山本)付近より草内から木津川を渡り、

青谷から青谷川の谷を遡り、大石を経て勢多駅から近江国府に至る現在の国道307号に相当す

る。このように綴喜郡は、南山城から山陽、山陰、東山の主要な国々などの地域を結ぶ交通路

の分岐点で、もあった。

今回調査した堀切古墳群は、京田辺市薪堀切谷・里ノ内地内に所在する。それは、 JR片町線

京田辺駅から西北西1.5kmに位置し、徒歩で20分ほどのー休寺西側丘陵の山林及び竹林内に所

在する。

古墳群の立地 京田辺市の標高は、約15~ 310mにあり、比高差は295mとなる。地形と

地質からおおよそ 5ブロックに区分することができる。 1.西端部の硬い基盤岩 (花崩岩)か

らなる生駒山脈北方の山地、 2.京田辺市の霊山古生層からなる甘南備山、 3. これらの山地

を除く男山丘陵から甘南備丘陵に続く東斜面の古期洪積層 (大阪層群、大住喋層)、 4. その

東縁部に細長く分布する東畑 (H)・尊延寺 (S)砂泥互層、 5. その東方に拡がる木津川の沖積

地となる平野、である。一方市内を東西に流れる河川として、北から井手川(手原JlI)、天津

神川、普賢寺川などがあり、いずれも木津川に至る。井手川は甘南備山の南に源を発し、薪地

区の主要河川で、全長約5.5kmに亘り、 一年中水の絶えることがなかった。 「吾妻鏡』嘉禎元

年(1235)五月二三日条にみる薪・大住両荘の用水相論から発し、興福寺と石清水八幡宮の 2

大権門の確執にまで発展したことの原因となったのは、この河川であった。このうち天津神川

つ山
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13.薪遺跡

19.頁谷古墳群

25.立居地蔵古墳

31.門田遺跡

36.松井償穴群

42美濃山廃寺跡

2.西新遺跡 3.天理山古墳群

8.出辺城跡 9.神奈備寺跡

14.畑山古墳群 15.大欠古墳
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32.木津川東岸河床遺跡

37.荒坂横穴群 38.女谷横穴群
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第2図周辺遺跡図
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は、普段澗川でほとんど水量のない川である。一方普賢寺川は京田辺市の西南端峰山に源を発

し、木津川に注ぐ市内最長の河川で、全長約10kmにわたる。井手川同様一年中水の絶えるこ

とはないが、水量はそれほど、豊富ではなかった。

堀切古墳群をはじめとする古墳時代後期の古墳群ないし横穴は、甘南備山系東斜面の古期洪

積層、すなわち大阪層群大住疎層上の、標高50~80miまどの範囲に分布する。 これは、八幡

市男山丘陵から大住、薪、田辺、 普賢寺、煤谷川上流を経て生駒丘陵東斜面に至る南北に細長

く帯状に延びた範囲を占める。そしてその丘陵縁辺と沖積地の境界付近に弥生時代から現代に

至る集落が点在し、現在まで居住域として存続してきた。このうち堀切古墳群は、田辺丘陵に

おけるウマノセ山塊群の北端、即ち馬の背のようにJ/JZ:立し、起伏の激しい堀切谷のような入り

組んだ谷地形を含む地形上に立地する。八幡市から京田辺市に点在する古墳時代後期の群集墳

は、このような地形上に集中する傾向がうかがえる。

2.歴史的環境

京田辺市は、旧山城国、|日郡の綴喜郡に属する。そこは東を近江園、西を河内園、南を大和

国及び相楽郡と接し、北は久世郡、そして淀川を挟んで乙訓郡と、東北の一部は宇治川を挟ん

で宇治郡とも相対する。

旧石器時代の資料としては、市南部山間地域天王高ケ峯に所在する高ケ峯遺跡から後期に属

するサヌカイト製石核 l点が出土するに過ぎない 。

京田辺市薪地区一帯の最古の集落遺跡として、近年調査で明らかになった縄文時代中期末(北

白川C式 1・2期)の薪遺跡、があり、間丸方形の竪穴住居や士墳群などが発見されている。そ

れに伴い近畿地方でも最大級の石棒が石皿などの石器とともに発見された。今日まで、京都府

南部においてこの時期を代表する遺跡としては、東山山系西側扇状地に立地する北白川遺跡群

があげられる。それが標高24miまどの木津川沖積地の低位にも同時期の遺跡の存在が明らか

となった。それまでは、木津川市の燈龍寺遺跡における後期前葉の遺物が出土する自然流路の

存在が知られる。また城陽市森山遺跡でも後期中葉~後葉に属する竪穴住居が確認されている

にすぎなかった。これらの成果をあわせることで、薪遺跡は南山城における当該期の集落構造

を検討できうる重要な転換となったこととして評価される。さらに三山木遺跡から晩期の土器

類が出土しており、当遺跡に近い山崎神社には縄文時代の石棒・異形石製品が御神体として伝

わっていて、木津川左岸の綴喜郡域では、わずかであるが中期以降連綿と人々の生活痕跡をた

どれ、この時期に滋賀県から北山城を経て南山城に土器の伝搬した流路が確立したことが予想

できるとの見解があるJ)。なお晩期には稲葉遺跡・興戸遺跡から、長原式土器が発見されている。

弥生時代になると、前期のものとして、稲葉遺跡、宮ノ口遺跡、宮ノ下遺跡、三山木遺跡な

どが知られ、土器片などの遺物を確認している。その中でも稲葉遺跡では方形周溝墓が、宮ノ

下遺跡では多量の土器類が発見され、当地域での拠点的な性格を有していたと考えられる。そ

のほか、木津川市燈龍寺遺跡から生駒西麓産の饗が、木津川市平尾湧出宮遺跡、精華町百久保
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地先遺跡などでも、僅かながら遺物の出土

が知られ、南山城においても同時期の遺跡、

が、小地域ごとに小規模であるが点在して

いることは、興味深い。

中期にいたると市西北丘陵薪遺跡の西方

の狼谷遺跡があり、昭和53年に実施された

堀切古墳群の調査でも、同時期の遺物がわ

ずかであるが発見されている。丘陵上にあ

る田辺城下層で竪穴住居と方形周溝墓がセ

ットで発見されたほか、近年、南山遺跡でこ

第3図稲葉遺跡方形周構墓(北から)

の時期の竪穴住居が16棟確認された。加えて、木津川市平尾湧出宮遺跡、精華町畑ノ前遺跡

に具体的な集落の存在が知られるようになる。木津川市相楽山では銅鐸が出土しており、その

丘陵麓の大畠遺跡では、竪穴住居と方形周溝墓がセッ トになって確認され、集落と祭記のあり

方を知ることができる。

後期には、 遺跡の分布が拡大し、南山城一帯で確認される。しかも城陽市森山遺跡、木津川

市平尾城山遺跡・燈龍寺遺跡・木津城山遺跡、京田辺市飯岡遺跡、岡田辺天神山遺跡など、山

頂部や丘陵上に立地する高地性集落が顕著となる。また、飯岡遺跡、興戸古墳群などで方形周

溝墓 ・方形台状墓が発見され、墓域が高所でも造営される。

このような弥生時代における遺跡動向のなかで、古墳時代になると、にわかに状況が一変す

る。なかでも木津川右岸の木津川市山城町には、前期初頭の畿内を代表する出現期の椿井大塚

山古墳(大型前方後円墳、全長175m前後)が築造され、奈良県の古墳を除くと傑出した規模

を誇る。この古墳からは37面以上の鏡が出土し、これらはすべて中国製であり、そのうち33

面が三角縁神獣鏡で、あった。小林行雄はこれらの鏡は、九州から関東にいたる広範囲に分布す

る古墳から出土した鏡に同箔関係があることを明らかにしたのである。そしてこのような多数

の同箔鏡を埋葬された椿井大塚山古墳の被葬者は、各地の首長にこれらの鏡を配布した大和政

権の使臣と推論した同箔鏡論を主張したことでつとに有名である。その後、前期中頃の平尾城

山古墳(大型前方後円墳、全長110m)と墳丘規模は縮小傾向にあるが、有力首長層の大型古

墳築造が続く。しかしながらそれ以降、相楽東部の椿井古墳群での大型墳はなく、それに続く

城山古墳脇にある北河原稲荷山古墳(円墳、直径33m)が僅かに存在するにすぎず、墳丘規模

や形状のみならず首長墓の存在そのものは急激に消滅する。

このような相楽東部の趨勢の中で前期後半になると、綴喜郡の木津川左岸域は、大型前方後

方墳・前方後円墳などが、南北に細長く散在しながら分布する。そのなかで薪地区一帯をふく

む綴喜西部においては、旧郷と対比しながら、八幡、大住、田辺、 三山木のグループごとに、

その墳墓や集落の動向について、首長墓との関連を含めて概観してみる。
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第4図 大住南塚古墳・大住草塚古墳

このうち大規模な首長墓を築造するのは、

八幡・大住グループである。八幡市の石不

動古墳 (前方後円墳、墳丘長88m)・茶臼山

古墳(前方後方墳、 墳丘長50m)・西車塚古

墳(前方後円墳、 墳丘長114m)・東車塚古

墳(前方後円墳、 墳丘長推定90m)・ヒル塚

古墳(方墳、一辺52m)、京田辺市大住には

大住南塚古墳(前方後方墳、墳丘長71m)、

同車塚古墳 (前方後方墳、墳丘長66m)、岡

市飯岡に飯岡車塚古墳 (前方後円墳、墳丘長

90m)がそれぞれ築造される。これらの古

墳はすべて段築、 葺石、埴輪を備え、茶臼

山古墳・西車塚古墳・大住南塚古墳・飯岡

車塚古墳の埋葬施設に竪穴式石榔が採用され、その方位は大住車塚古墳・ 南塚古墳が北西から

南東に振れる以外、東西方向が目立っている。このような墳丘規模や埋葬施設の状況から綴喜

地域には、南山城でのこの時期優位に立った首長層が、小地域ごとに存在していたことを物語

っている。

そのなかで大住地区と飯岡地区の聞の田辺地区には、小型であるが興戸 l号墳(前方後円墳、

墳丘長約24m)が築造され、ついで 2号墳 (円墳、径約27m) と続く O しかも興味深いのは、

小形丸底壷が出土した興戸遺跡が、 古墳群のすぐ東に存在することで、この時期の集落と墓域

のあり方を知ることができる。

薪地区には上述した古墳より規模は小さいが、前期の郷土塚3号墳 (墳丘形状不明)、中期

の郷土塚2号墳 (円墳)、天理山 l号墳、後期の堀切7号墳 (5号墳も同時期の可能性あり)な

どが築かれ、埴輸を伴う O この時期に相当する集落は、相楽郡境に近い宮ノ口遺跡があり、布

留式費や砥石などが出土した井戸が発見された。このほか京田辺市大切遺跡では弥生時代末期

から古墳時代前期にかけてのものが発見されている。また八幡市内里八丁遺跡では前期から後

期;こいたる集落が拡がっている。

中期にはいると綴喜郡では八幡市美濃山大塚(前方後円墳)、それより遅れて京田辺市ゴロ

ゴ、ロ山古墳(円墳)、などが散見されるに過ぎない。その反面、木津川右岸の久津川古墳群で

の古墳造営が中心となり、その築造も丘陵上から平地部へと拡大する。

後期に至ると、薪を含む京田辺市北西部には北から城山古墳群、郷土塚古墳群、畑山古墳群、

西山古墳群、堀切古墳群、小欠古墳群が丘陵の縁辺部に点在する。これらの古墳群は、数基~

10数基の小規模なまとまりを形成しており、いずれも横穴式石室を内部主体とする。これら

のうち幾つかの古墳が発掘調査され、郷土塚4号墳(円墳、直径16m)の横穴式石室内から鍛
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治工房に関連する鉄鉛、鉄槌が、畑山 2号墳の横穴石室内から石棺に関連する凝灰岩片が、同

3号墳から銅碗が、堀切 l号墳の石室内及び墓道周辺から組合式家形石棺片、多数の須恵器と

ともに馬具、武器、鉄鋲、ガラス玉などが出土している。これらの古墳群に関連すると想定さ

れている薪遺跡において、近年調査がおこなわれた結果、同時期の竪穴住居が l棟のみである

が発見されたほか、古墳時代前期末から中期の円筒埴輪をもっ方墳や径16mの円墳に伴う周

濠が確認され、薪遺跡内に埋没古墳の存在が明らかになった。このためこれらの古墳群に関連

する集落は、薪遺跡に求めることも可能となった。少し範囲を広げてみると、八幡市の木津川

縁辺に存在する弥生時代から平安時代にかけての集落として内里八丁遺跡があり、そこでは現

在までに古墳時代中期~後期にかけての竪穴住居が26棟ほど確認されている。

後期末以降に至ると、堀切古墳群を含めた京田辺市の北西域から八幡市美濃山一帯にかけて

の飯岡、松井、堀切、荒坂、女谷、美濃山、狐谷に総数200基以上の横穴が分布し、府下最大

規模を誇る横穴群密集地帯で知られている。このうち八幡市女谷・荒坂横穴群では52基が調

査され、その結果から延長600mの範囲に100基以上の横穴が築造されていたことが予想され、

南山城において最大規模を誇る。薪地区では堀切6号横穴から凝灰岩製の組合式家形石棺が出

土し、埋葬遺体 1体が残存していた。これらの平面形は「とっくり形」ないし「玄室と羨道の

区別のない逆台形」で、天井部は「かまぼこ形」の形式を採用している。これらに埋葬された

人物として、大住が「綴喜郡大住郷」に想定され、文献史により隼人の存在が明らかにされて

いることや、堀切 7号墳から直弧文風の刺青のある人物埴輪が出土することから、大隅隼人

との関連が指摘されている。しかしながらそれを

裏付ける具体的な考古資料は未だ発見されていな

い。ただし内里八丁遺跡と女谷・荒坂横穴群との

聞に位置し、八幡市と京田辺市にまたがる広大な

集落の新田遺跡では、 古墳時代後期から飛鳥時代

に至る竪穴住居や溝などが確認され、そのうち古

墳時代後期の竪穴住居は現在まで10数棟確認され

ている。この新田遺跡の古墳時代後期の竪穴住居

群は、女谷・荒坂横穴群と極めて密接な関係が予

想され、その築造に携わった人々の集落の可能性

が指摘されている。

綴喜郡は、 『日本書紀』仁徳天皇三十年九月条に

磐之媛皇后が「更に山背に還りて、宮室を筒城岡

の南に興りて」とあり、継体天皇五年十月条に「都

を山背の筒城に遷す」とみえることから、かつて

綴喜は「筒城」と呼ばれていたことが知られる。
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現在の同志社大学校田辺校地内のー画に筒城宮伝承地を示す石碑が設置されている。その後『続

日本紀」和銅四年 (711)正月二日条に「綴喜郡山本駅」とあることや、同天平神護元年 (765)

八月一日条にも「綴喜郡松井村」などから、奈良時代初頭には綴喜郡に改められていたことが

うかがえる。本郡は10世紀前半源順により編纂された『和名類緊抄』によると、山本・多可(多

河)・田原(多八良)・中村・綴喜 (豆 木々)・ 志磨 ・大住 ・有智 ・甲作・余戸の10郷の名が知

られる。このうち余戸については疑問が提示されている。これらのなかで、北部の一部が城

陽市に編入されたため、綴喜郡は宇治田原町、井手町、京田辺市、八幡市に相当し、総面積

143.59kniに及んでいる。これらの支献史料と関連して、近年調査された薪遺跡において、奈

良時代の大形掘立柱建物群や土壌、平安時代の道、溝、土墳などが発見されている。ただしこ

れらの遺構群は、古代山陰道から250mほど離れていることから、官街か私的な施設(私邸)

かは、性格を決定するまで、に至っていなし10

平安京造営に際して、薪地区の西方に位置する甘南備山は、 平安京の南北軸南の基準点に相

当することが歴史地理学の研究により明らかにされている。山頂には宝亀二年 (771)神封一

戸を寄せられた文書が残り、明治10年(1877)6月延喜式内社と決定された神南備神社が杷

られる。その東側の谷には天平年間僧行基が創立したといわれている神奈備寺が立地する。ま

た丘陵東裾には延喜式内社棚倉孫神社が鎮座するなど、祭示Eや信仰に関して極めて重要な地域

で、あった。そして薪地区東方にひろがる沖積地には、石清水八幡宮の神事用の薪を納めた薪御

園あるいは薪荘と称された荘園があり、嘉禎元年(1235)以降に、近接する興福寺領大住荘と

の聞で、用水を巡った幾度の争いが繰り広げられた地域として知られる。それに伴う遺跡として

薪遺跡があり、 9~ 14世紀にわたる遺物が出土する。そのうえ在地領主の館に付属すると考

えられる園池も発見され、そこでは 13世紀後半~ 14世紀前半を中心とする多量の士師器や白

磁四耳壷、青磁盤を伴う。この遺跡は現在の薪地区の集落と重複することから、現在まで当時

の景観を維持し続けてきたといえよう。

室町時代に至ると、薪地区の丘陵東裾にー休宗純の隠居所として著名な酬恩庵が営まれる。

このように遺跡の消長を概観してみると、薪地区一帯における古墳時代以降急激な遺跡の増

加は、開発が著しく進行し、椿井大塚山古墳に代表されるように大和朝廷と極めて密接な関係

があったことを示唆しており、南山城において重要な位置を占めていたことを物語っていると

考えられる。
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E 調査経過

1.既往の調査と績喜郡内の古墳研究の歩み

江戸時代において南山城の古墳に触れたものはほとんどみないが、そのなかで最初期として

宝暦 4年(1754)刊行の 「山城名跡巡行志』があげられ、そのなかで「王墓Jとか 「塚」と記載

されたものが散見できる。そして近代を迎えるに際し、 南山城の木津川左岸での古墳に閲する

ものとして、第 lに嘉永元年 (1848)5月序とする石清水宮工司長演庄次著 『男山考古録』が

あり、先駆的な業績といえる。これは江戸時代までの古記録・典籍類に基づき、石清水八幡宮

を中心に男山周辺一帯の古跡を猟集し、なかでも車塚などを取り上げ古墳として扱った極めて

初期のものといえ、地域史として位置付けたことも大いに評価できる。

明治時代にいたると、吉田東悟による 『大日本地名辞書』第二巻 上方で取り上げられ、明

治38年(1905)岩井武俊は弱冠19才でありながら「山城国相楽綴喜両郡の古墳」と題する報文

を『考古界j] 5編 l号に投稿した。それは自身が精力的に南山城の遺跡に関して分布調査をお

こなった成果を報告した内容であった。岩井はのちに大阪毎日新聞社に入社し、史学 ・考古学

なども担当し、 遺跡発掘を支援するなど、 当時としては極めて希有な文化活動を担った人物で

あり、その業績は多大なものであった。ついで荒川真造 ・伊東誠太郎らが中心となり、明治

41年に刊行された京都府教育会綴喜郡部会編とした 『山城綴喜郡誌』がある。この著作は他の

京都府下の郡が大正4年の大正天皇御大典を記念した事業の一環として郡誌の編纂が行われた

ことよりも、それに先んじて企画・刊行されたことは特筆すべきことで、あったといえる。しか

もその中には、八幡市東・西車塚、 普賢寺下司塚、大住大師塚、同車塚、 青谷古墳など個別に

解説が加えられ、内容も詳述されており、南山城地域の古墳群を把握する上で重要な業績とな

った。その背景として明治25年平安京遷都千百年事業における 『平安通史』編纂を担当した湯

本文彦が、府下の史跡および名勝に関しても綿密な踏査を行なっており、その内容についての

発表はないが、 『山城綴喜郡誌」 刊行に際し、記述内容に湯本の研究の影響が少なからずあっ

たのではないかと推測される。

そして大正から戦前にかけて、当郡内の古墳研究は、 京都大学梅原末治により著しい進捗を

みる。梅原は、 大正3年(1914)~人類学雑誌j] 29巻12号に「山城の古墳墓」、同 5年 (1916)

『考古学雑誌j]6巻9号に 「山城綴喜郡茶臼山古墳と其発掘物」と題する論文を相次ぎ公表した。

その梅原の業績により初めて近代考古学による山城における古墳調査と出土遺物に関する検討

が加えられたのである。そして大正7年(1918)には京都史蹟会刊による「山城古墳横穴一覧表」

を公表し、山城における古墳ならびに横穴に関する資料を集成し、初めてその全容を明らかに

した。その後も梅原は精力的に調査を行い、その都度論文を発表し、昭和18年には京都府史

蹟調査会と京都大学合同で、 田辺地区の寿命寺古墳の調査もてがけ、 当地域での前期古墳の実

態を明らかにし、昭和30年(1955)刊行『京都府文化財調査報告』第21冊に「田辺町興戸の古墳」
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と題して報告し、 古墳研究を深化させた。それに加えて梅原は井手寺や三山木廃寺などの古代

寺院に関する研究をも併せて行い、南山城の古代史研究の牽引車としての役割を果たしたので

ある。このように学術面での研究が進行する中で、戦後間もない昭和31年(1956)3月に田

辺郷土史会が発足する。発足後の第一年次目は、古墳研究をテーマに、毎月 l回現地見学会を

開催して、綴喜郡内の遺跡踏査を進めていった。その際古代学研究会代表の宇佐晋ーをはじめ、

会員の小川敏夫、星野猷二、山田良三、 石部正志らの考古学研究者も参加協力し、 会の運営を

補佐したのである。そして昭和31年(1956)郷土史会秋期総会において「古墳に関する展覧会」

を開催し、広く人々にその成果を公表した。これらの活動を通じて、従来明らかでなかった小

欠古墳群、堀切古墳群、畑山遺跡、西山古墳群、天理山古墳などの後期に属する古墳群・群集

墳の存在宅E明らかにし、南山城でも有数の古墳密集地域として知られるようになった。この成

果は会長村田太平、副会長西村正富のほか、西川滋、村井博、古川章の3委員を中心に刊行さ

れた、村田太平編 『田辺町郷土史 古代篇』 として昭和34年に結実する。その当時は埋蔵文化

財に関する法令や調査研究、遺跡地図など不整備な体制下の中で、地域の遺跡に関する研究を

町民の手で、行ったことは特筆すべきことといえる。その上行政もその企画に参画し、 遺跡の表

示なども行ない、町民に対する普及啓蒙をすすめたことは、遺跡を社会教育の一つに位置づけ

たことといえ、 重要な役割を持った対応といえよう O そしてそれは昭和43年 (1968)発行の

村田太平編 「京都府田辺町史』として継承され、町史の中に位置づけられる。

このように地域史として遺跡の周知がはかられる中、 1968年頃から京都府教育委員会によ

る本格的な行政主導の発掘調査が開始され始める。それに加えて、 龍谷大学文学部考古学資料

室の手により、 南山城地域の古墳の分布調査・測量調査も開始され、併せてそれに関連した論

文も公表されていく 。それらの集大成ともいえるものに、 「南山城の古墳」として総括した和

田晴吾の業績があげられる(和田晴吾「南山城の古墳J~京都地域研究~ VoL 4、1988)0 そし

て地域を綴喜西部、相楽西部、相楽東部、綴喜東部、久世の 5地域に分け、古墳の時期区分を、

前期から終末期の 4時期に区分し、さらに前期を 1期から 4期まで、中期を 5・6期から 8期

まで、後期を 9期から 11期、終末期を12期と細分した。その結果当地域での古墳の動向につ

いて、古墳時代を前期前半、前期後半、中期、後期前半、後期後半の 5段階に把握することが

適切であるとし、 各段階での古墳の性格、画期の意義などについて論述したのである。また南

山城地域における古墳全体を扱ったものに、近藤義郎が編者となった 『前方後円墳集成 近畿

編』がある。そこでは 「古墳の形と規模と古墳群の消長を中心に、まず地域ごとに概観し、続

いてそれを時期的に整理し、 最後に各時期の古墳の政治階層的構成を検討したい」とするもの

で、あった。それを担当した和田晴吾は、これまでの研究成果を踏まえ、古墳群単位での動向を

重視しつつ、 5段階に整理した。その結果、第2段階で一定の地域的まとまりをもって存在し

た古墳群が、第3段階では、西山城と南山城の 2つの地域的なまとまりとなり、「とりわけ大形・

超大形前方後円墳の系列在地域的大首長とすると、ヤマト政権を背景としたその権勢は、南山
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城で突出しており、各地区の首長はそのもとに政治的に強固に編成されたものと考えられる」

とした。このように南山城地域の古墳研究は、進捗していくなかで、それらと並行して奥村清

一郎は、南山城の横穴に注目し、それらを検討した2)O また平良泰久は 「南山城の後期古墳と

氏族」を発表し、横穴と陶棺の分布地域に注目し、

『和名抄』や 「日本書紀』の記載から古代氏族との

関連を探り、恭仁京東北の道など古代の幹道を

とおして、南山城の開発の背景を探ろうとした 3)。

平良はその後南山城各市町村史の編纂に加わり、

古代史と考古学的成果を地域史と して捉え、南

山城各地の古墳群の動向に注目し研究を深化し

ていった 4)O なお京田辺市薪地区の古墳時代の

様相については高橋美久二が堀切古墳群と堀切

7号墳出土の人物埴輸について分析を加え、隼

人に関する記録と時期が異なり、顔面の入れ墨

は近畿地方でも一般的な習俗であったことを指

摘している 5)。

2.調査の経緯

(1)試掘調査 すでに存在が明かな10・11号

墳以外にも未発見の古墳等が存在する可能性があ

ることから、開発区全域を対象として行った。踏

査による表面観察ののち、 古墳・横穴等が予想さ

れる丘陵稜線や丘陵斜面に 7か所のトレンチを設

定し、人力・重機で、掘削を行った。稜線上では表

土直下に地山が確認され。斜面では自然に上部か

ら流れた堆積層が確認されたのみで、ともに遺物

などの出土はなく、新たな古墳等の発見はなかっ

たが、開発区域北東部の薪神社と接する地点で、

横穴が陥没したものとみられる窪地が確認された

ので、その地点を新たに調査対象に加えることと

したほかは、 10・11号墳の2基の古墳を調査対

象とすることとした。

(2)本調査試掘調査の結果を受け、京田辺

市教育委員会の指導に基づき、土地所有者であ

る株式会社信和住宅、京田辺市教育委員会、安

司
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第6図試堀調査風景(南から)

第7図堀切 1号墳石室(南東から)



西工業株式会社三者による覚書を締

結し、 8月20日から現地調査を開

始し、樹木等の伐採後、 10・11号

墳の位置する調査区の現況測量を実

施した。

その結果10号墳は、直径23mほ

どの円墳とあることが再確認でき、

しかもその半分以上が削平を受け保

存状態がすこぶる良くないことが判

明した。しかしながら墳丘の高まり

は残存しており、何らかの遺構が遺

存していた可能性が予想された。一方11号墳では、平成17年度の調査の際墳丘規模と横穴式

第8図 11号墳実測作業風景

石室の掘形が確認されたが、盗掘坑がかなりの範囲に及んでいることから、遺存状況はあま

り良くないことが予想された。

調査は、まず10号墳から開始

した。遺存状態が悪いものの墳

丘状の高まりは確認されたこと

から、何らかの遺構の存在が予

想され、枯葉、後世の堆積土を

除去するにつれ、墳丘の形状が

徐々に明らかになってきた。そ

の結果、墳丘の基層部は自然丘

陵を削り出して形状を作り出し、

北側には特にテラスを設けて、

より形状が明瞭になるような構

法を採用していたことが明らか

となった。しかし主体部に関し

ては、何らその痕跡を確認する

ことはなかった。一方11号墳は

盗掘穴のためその遺存状態がす

こぶる悪いことが予想されてい

たが、枯葉、後世の堆積土を除

去し、精査を行った結果、羨道

部と排水溝の掘形:等が確認され、
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調査が進捗するにつれ、羨道部石積みの石材が姿をあらわし、しかも排水構内からは石室な

いしは羨道部から外に排出された遺物群が出土し始めた。そのためそれらを精査し、遺物の

出土状況の写真、実測をおこない、記録作業を進めた。羨道部の両側壁の石材も遺存状況が

良く、羨道部石積みの状況が把握できるようになった。その後全景写真撮影、測量をおこな

い、終了後遺物の取り上げ、羨道部石積みの裏込め状況を把握するための断ち割りをおこない、

両古墳の調査を終了した。また横穴の可能性のある薪神社脇に調査区を設定し、調査をおこ

なったが、当初横穴と予想された空洞部は、それにはならず木の根等による自然にあいた痕

跡であることが判明し、最終的に断ち割りをおこない、それを追認した。このことから堀切

古墳群の横穴は、丘陵北端裾には構築されていなかった可能性が高く、 10号墳西の 1 ・2号

横穴が存在するだけに過ぎないことがあきらかとなってきた。このように調査を進めそれぞ

れの補足調査による記録作業をおこない、 11月2日に全ての現地作業を終了した。なお、発

掘調査成果が一定度明らかになってきたため、調査期間中の10月27日に一般市民を対象とし

た現地説明会を開催した。

第11図現地説明会風景
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U 遺構・遺物

1 0 堀切10号墳

古墳は、標高6205m前後のウマノセ山塊群丘陵上に構築された古墳で、薪神社から南65m付

近に存在する。墳丘は西側3分の2ほどが過去に大きく削平され、原形を留めていない。 そのた

め墳丘の主軸は不明である。復元される規模は約23mとほぼ整円に近く、円墳と考えられる。

残存する墳丘高は、 207mを測るO 堀切 l号墳の墳丘高が207~ 209mで、あることから、本来の

高さは残存高よりやや高かったことが予想される。墳丘裾には、残存した範囲内では周溝が確

認で、きなかったため、存在については不確定である。また墳丘は段築成が見られず、葺石や埴

輪の存在をうかがえるものはなかった。

構築方法 墳丘は丘陵尾根筋に立地し、地山を削り出して構築され、調査範囲内では盛土は

確認されなかった。そのなかで丘陵先端、すなわち北東側で、墳丘裾にテラス状の平坦面を削

り出し、墳丘と自然丘陵の傾斜面を意識的に区別させ、その存在を際出させる効果を演じている。

¥ 

¥ 

L=65.00m 
A A' 

L=62.00m 

1 2.5Y3/2黒褐色腐植士(表上)
2 2.5Y6/4 にぶい黄色砂泥申1.0~2.0cm大の傑多く含む(地山)

(1 :200) 

函孟孟

第12図 10号墳完掘後墳丘測量図・土層断面図
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第13図 10号墳完掘後全景(北から)

第14図 10号墳完掘後全景(北東から)
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2.堀切11号墳

古墳はウマノセ山塊群丘陵尾根筋の東傾斜面上位の標高71m前後に所在する円墳である。ウ

マノセ山塊群北端尾根の 1号墳の南東約40m、 l号墳と 10号墳の中位の標高に位置する。こ

の古墳も墳丘は北西側3分の2ほどが宅地造成により大きく削平され、原形を留めていなし、。

そのため墳丘の主軸は不明である。復元される規模は、長軸22.0m、短軸19.2mと南北にや

や細長い楕円形を呈し、 残存する墳丘高は、周溝最深部から約1.2m、墳丘北裾から2.5mを

測る。墳丘裾には、丘陵頂部方向に平成17年度の試掘調査で、基底幅2.0m、最深部で1.2mを

測る、やや丸みのある断面逆台形の溝を確認している。そして今調査範囲内では墳丘が削平

を受けているが、それと丘陵頂部境付近で尾根に直交するように、幅約 2m、深さO.2mの断

面レンズ状を呈する周溝の一部が確認できた。しかしながらそれは墳丘と丘陵境の谷状部で

消滅するため、全周していなかった可能性が高い。堆積士は黄褐色砂泥で、下部はやや粘性

に富み、上部では径 1~4cmの小磁を均一に含むO いずれも遺物の出土は認められなかった。

また墳丘は段築成がみられず、葺石や埴輪の存在をうかがえるものはなかった。ただ墳丘東

傾斜面には 2条ほどの小磯群が遺物を伴って流れ落ちた形跡が確認でき、それが石室床面敷

石の一部を構成していた可能性がある。なお遺物中には、 二上山産の白色凝灰岩の破片が含

まれていた。

墳丘構築方法 墳丘は丘陵傾斜面上位に立地し、これも地山を削り出して構築され、調査

範囲内で盛土は確認されなかった。そのなかで丘陵谷側、すなわち東側墳丘裾にテラス状の

平坦面を削り出し、墳丘と自然丘陵の傾斜面を意識的に区別させ、その存在を際出させる効

果を演じている。このような築造手法は、 l号墳にもみられることから、堀切古墳群の墳丘

は共通した築造手法を採用していたと考えられる。平成17年度調査において、墳丘北東側で

最大O.9mの厚みの盛土を確認している。 1号墳同様、尾根上部側を削平した掘削土を使用 し

て、低位の尾根先端部を盛土整地して平坦面を形成した後、墳丘中心部から墳丘外側に向け、

順次盛土整地を繰り返して墳丘を築造したと考えられる。

(1)埋葬施設の構造

第15図 11号墳調査前風景(北西から.平成17年度) 第16図 11号墳境丘検出状況(西から)
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今調査では玄室部を確認できなかったが、平成17年度調査で、堀切11号墳の横穴式石室の

玄室部在確認していることから、その概略を紹介する。

A 玄室部

玄室部は、ほとんどの石材は抜き取られており、掘形底部に0.3m前後の石材と土師質の陶

棺片がわずかに散乱するに過ぎなかった。主軸は世界測地座標系南から39度前後東に振り、

南東方向に閉口する。石室掘形は大阪層群の砂陳層を割りぬき、石室の平面は長方形を呈す。

玄室の長さは、基底部検出長3.3m、基底部l幅2.6m、残存する壁体の高さは、最も良くとどめ

ているところで1.4mを測り、壁面は約80度に外傾する斜面を呈す。西側裏込めの遺存状況は

良く、 l幅約0.5mtまど、の控えを取っている。このことから玄室奥壁幅は、約1.2mに想定できる。

掘形底部には、大阪層群の淡水性の粘土層を貼り床に使用している。掘形底面には、壁体石積

みの土台にした薄い置き土が確認できた。掘形底部と第2層中から須恵器高杯と土師質亀甲形

陶棺片が散乱した状態で出土しているが、いずれも元位置を留めるものは認められなかった。

しかしながら陶棺片がまとまって出土したことから、玄室内に陶棺を埋葬していたと考えられ

る。ただし今調査の結果から墳丘東側テラス、および墳丘東斜面落石流れ堆積中の磯石の大き

さが径 5~ 10cmほと、で、揃っていること、 1号墳玄室床面の敷石施設に使用された牒群と極め

て類似することなどを考え合わせると、これらの陳石群は、 1号墳同様、玄室床面に使用され

た石材に推定され、機床で、あった可能性が高い。

これらの成果と本調査で得られた所見を総合すると、玄室掘形長は、最大で6m弱ほどの規

模になり、ほぼ 1号墳の玄室掘形長6m(袖石幅を含む)の長さと遜色なく、しかも玄室掘形

幅も l号墳の玄室基底幅約2.8mとほぼ近い規模であり、 l号墳に匹敵する規模の玄室であっ

た可能性が高い。また羨道との取り付き関係から、 左片袖式の横穴式石室に想定できる。

B 羨道部

羨道は、長さ3.5m以上、内法幅0.8m、掘形幅2.2mの規模で、形状はほぼ直線的である。

玄室と比較して石積みの残存状況は良いが、北半と北東闘の遺存は悪い。これは大正年聞にお

ける石材抜き取りにより、破壊されたと考えられる。 1号墳の壁面の石材と比較して、 羨道の

第17図 11号墳全景(南西から :平成17年度) 第18図 11号墳玄室掘形(南東から:平成17年度)
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第19図 11号墳墳丘測量図
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L=72.0m 一一
仁 仁'

出斗
1. JOYR6/8 明黄褐泥砂(φ 1 ~3mmの砂傑やや多く含む)
2. 10YR6/6 明黄褐砂泥(φ 1 ~3mmの砂傑少量含む)
3. 2.5Y6/6 明黄褐砂泥(φ2~3mmの磯多く含む)

l. 2.5Y7/4 浅黄色粗砂(申2τ5mm磯生量含む)
2. 2.5Y7/4 浅黄色粗砂混泥砂(φ2~5mm磯少量含む)
3.2.5Y6/4 にぶい黄色砂泥(φ 1 ~5mm磯多量に含む)
4.2.5Y6/4 にぶい黄色泥砂(小礁をまばらに含む)
5. 2.5Y7/6 明黄褐色泥砂(申 2~5mm磯少量含む)
6. 2.5Y7/4 浅黄色粘土
7. JOYR6/6 明黄褐色砂泥 (0.5~ 1 mm傑少最含む)
8. JOYR6/8明貨褐色砂磯(地山)

L=73.0m 

B 

L=72.0m 

1 . 7.5YR6/6 樟色砂泥(φ0.5~20mmの礁多量に含む)
2. 2.5Y7/6 明黄褐色泥líÞ(.p 0.5~20mmの傑多量に含む)
3. 2.5Y7/6 明策褐色泥砂(φ0.5~ 10mmの礁多量に含む)

IOYR6/8 明黄褐色泥砂(ゆ 0 .5~ 1 0mmの磯多量に含む)

5. 2.5Y7/6 ~月賞褐色泥砂(申 0.5~ JOmmの礁多量に含む)

6. 2.5Y7/6 明黄褐色泥砂(φ 10mmの磯やや多く含む)

7. 2.5Y7/4 浅黄色泥砂(φ5mmの傑、 φ 1 ~3 0mmの傑叫量含む)
8 . 10YR6/6 明黄褐色泥砂(φ5mmの磯少量含む)

9 . JOYR6/6 明黄褐色泥砂(やや粘質炭化物を微量に含む)

10. IOYR6/6 明黄褐色砂泥(小磯やや含む)

II 10YR7/8 黄燈色泥砂(φ0.5~30mmの傑多量に含む)

12 2.5YR5/6 黄褐色泥砂(やや粘質強い)

13. 2.5Y7/6 明黄褐色粗砂

14 10YR5/6 黄褐色砂泥

15 2.5Y6/6 明黄褐色泥砂

16.2.5Y7/4 浅黄色泥砂

17. JOYR6/6 明黄褐色砂泥

18. 17に比べやや粘性強い

』

B' 

第20図 11号墳石室実測図・土層断面図
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第21図 11号墳調査区全景(鉛直方向)

第22図 11号墳羨道部(鉛直方向)
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第23図 11号墳羨道部(北西から)
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第24図 11号墳羨道部(北東から)

第25図 11号墳羨道部(北西から)
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それはやや大きいのが目立つ。羨道掘形底部の標高は71.7mを測り、 玄室底部の置き土上面と

ほぼ近似した数値となっている。

東側壁 羨道の羨門付近と中央には、 1段日のみが残存しており、幅0.5~ 0.7mのやや小

ぶりの中型石材を使用した基底石が約 1mの距離を隔てて縦位に据えられている。これらの底

部には極小型の割り石をかまして安定を図っている。その上面の高さは、標高72.25m前後で

ある。このような基底石を使用しているのが東側壁の特徴といえる。基底石聞には、隙聞を小

型の割り石材で充填し、最上位にはそれよりやや大きめの石材を置いている。そして開口部か

ら2.8mのところで、長さ30cm強の自然石を床面より深さ30cmまで転落した状態で確認した。

そしてそれより北側は、大正年聞における石材抜き取りによる撹乱が深く及んでいることから、

当位置には、左片袖の袖石があった可能性が高い。

西側壁 基底石は東側に比べて、それよりも小さな幅0.4~ 0.6mの中型の石材を 5石以上

並べている。その上面の高さは、開口部に近い 3石が標高72.1mと高く、ついでそれより北

側は標高71.9~ 72.0m程度とある間隔ごとに低くなる傾向にある。その上開口部から 5石目

の石材の底は、他の 4石と比較して0.3miまど深い掘形の底に置かれている。当初はそれが袖

石に相当するのではないかと考えたが、側壁がさらに北に延びることから、なぜそうなってい

るかは不明といわざるを得ない。ただこの石の位置は、 東側壁の袖石の位置と合致することか

ら、それを意識して据えた可能性がある O壁面はほぼ垂直に立ち上がっている。2段目の石材は、

基底石よりも小さな幅O.4m程度、高さ0.15~ 0.2mの扇平な石材の長手方向を小口にして置

き並べ、標高はほぼ72.2mとなっている。羨門から 2石日は抜き取られているが、その痕跡

からほぼ同様な石材を使用していたことが考えられる。3段目の石材の残存状態は悪く、原位

置を留めているものは北寄りの部分の僅かに過ぎない。使用されている石材はさらに小さな小

型石材を用いており、標高は72.6mほどに想定できる。このように、 石材の使用方法が東西

両側壁で大きな違いを見せている点が特徴的といえる。

床面 羨道底で床面が l面だけ確認され、地山直上に板状の石材が敷かれているにすぎない。

羨門 長軸0.8m、短軸0.15~ 0.5m、高さ0.35mの大型の自然石が出土したが、これは石

材採取に伴い羨門内に落下した石材と考えられる。閉塞に伴う施設は何ら確認で、きなかった。

仁排水溝

袖石から羨道開口部まで3.5mの長さで、内法幅0.08~ 0.15m前後、深さ0.15m前後の石

組暗渠排水溝が設置されているが、開口部から 1.3mまでは石が抜き取られていた。溝の主軸

は羨道の方位軸とほぼ、合致しており、羨門前面ではやや南東に緩やかな弧を描きながら、丘陵

と墳丘聞の谷状部に至っている。そしてそこでは素掘溝となり羨門から急に下がっていき、谷

上部では、深さ0.3mを測り、 溝幅も規模を増していく O なお羨門前から長さ1.2mにわたって、

長軸0.3~ O.4mの扇平な河原石がその上部を覆うように並んでいるように認められた。ただ

両側壁の石列は認められなかったが、 石材の配列状況から、この部分までは暗渠施設を有して

A
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第26図 11号墳羨道部東側壁(南西から)

第27図 11号墳羨道部東側壁細部(南西から)
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第28図 11号墳羨道部西側壁(北東から)

第29図 11号墳羨道部西側壁細部(北東から)
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第30図 11号墳羨門前排水溝遺物出土状況図

いたと考えられる。

暗渠排水溝は、 羨道床面を形成している地山を深さ0.2m弱ほど掘り込み、 長軸0.15~ 

0.3mほどの扇平な河原石を、左右両側壁に据え、その外側に0.05mほどの裏込めによる整地後、

側壁の河原石間の上を横架するように、それよりやや大きめの同じく肩平な河原石を蓋石に使

用している。これらのことから玄室内にしみ込んだ雨水は、置き土上面から緩やかに羨道暗渠

排水溝に流れ込んで、 羨門外に排水されたと考えられる。

D 遺物の出土状況

検出された横穴式石室の玄室部は既に失われており、羨道部だけが遺存していた。しかしな

がら、大正年聞における石材抜き取りをはじめ、羨門付近での転落石の落下に伴う長径0.25

~0.5m ほどの自然石が床面に数多く確認され、それとともに撹乱・ 盗掘などにより、多くの

遺物は原位置を保った状態で、は確認で、きなかった。しかしながら羨門前の石室内から延びる排

水溝からは、追葬あるいは盗掘時の片付け跡と考えられる遺物群が、まとまった状態で確認す

ることができた。
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第31図 11号墳羨門前排水溝遺物出土状況① (南東から)

第32図 11号墳羨門前排水溝遺物出土状況② (北東から)
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調査に際して、羨道部内を羨道の軸線を基準として、 羨門部を起点に 1m方眼の区画割りを

おこない、それに基づき遺物の出土状況の観察・実測・取り上げをおこなった。しかしながら、

羨道内からは、東側壁基底石側の床面より少し上位に浮いた状態で、須恵、器杯身 (3)・同杯

蓋 (4)・同無蓋高坪身(12)が確認されたに過ぎず、 遺物の分布は極めて希薄であった。この

うち杯蓋は、 今回出土した須恵器群の中で後出の型式に想定されることは、 注意が必要といえ

る。それに比較して羨門前から谷状部の落ち際まで、の約1.8mにわたって、須恵器 十土師器な

どの遺物群が出土した。羨門に近いところでは破片であるのに対し、それ以外はいずれも完形

に近く、正置ないしは逆置したものではなく、倒置されている。このことからこれらの遺物群

は石室内より何らかの都合で、石室外に廃棄されたものといえる。谷状部落ち際付近からは、

金属製品2点、陶棺片、下層からは凝灰岩片が出土した。

そのほか墳丘東側テラス、および墳丘東斜面落石流れ堆積中より、須恵器片 ・陶棺片 ・凝灰

岩片が数点出土している。このうち凝灰岩片は、いずれも角が摩滅し風化が著しいことや、陶

棺も小破片で、あることから、土砂内に埋没せずに自然風化を長期に受けていたと考えられる。

なおこの落石箇所とテラス部の遺物出土地は大正年間の石材抜き取り箇所に極めて近いことか

ら、その際に石室外に取り出された残痕とも考えられ、 2次的なものといえよう O これらとと

もに磯石群が密集して出土したが、玄室石材抜き取りの際、床面が取り除かれ、石室外に排出

された石材の可能性が高い。

E 羨道部の石材材質

堀切古墳群中で最大規模の l号墳の横穴式石室の玄室石材材質の岩石学的調査を、 2005年

の発掘調査時に実施し、報告した。2007年の堀切古墳群第 4次発掘調査が実施され、 1号墳

の南東に隣接し、第 2位の規模の大きさの11号墳では、羨道部が検出されたので、肉眼観察

で、の岩石学的調査を行ったので報告する。なお石材寸法については省略する。

羨道部壁体石 熱変成岩のホルンフェルスが圧倒的に多く、稀に珪岩、 脈石英、黒雲母花岡

岩がみられる。円磨度については、ホルンフェルスは0.1程度の極めて角張った角礁のものが

圧倒的に多いが、まれに0.3~ 0.4程度の亜角~亜円磯がみられる。黒雲母花両岩の円磨度は、

0.1である。脈石英と珪岩は、 0.1~ 0.3程度のものがみられる。

石材の産地については、本古墳群のすぐ南西側に甘南備山が広がり、ホルンフェルスが広く

分布しており、山中の崖下に崩落した崖錐楳を多量に採取している。稀に山中の谷川に堆積し

た磯も採集している。珪岩、脈石英も、ホルンフェルスと同じと考えられる。黒雲母花両岩は、

甘南備山の南縁に分布するものが採取されたと考えられる。

排水溝の石材 ホルンフェルスが多く、稀に珪岩、脈石英がみられる。これらの岩石は、い

ずれも円磨度は0.3~ 0.4のものが多く、 0.1のものは少ない。このことから、本古墳直下の西

から南西に伸びて甘南備山中に入る谷川に堆積した礁を採取したと考えられる。

喋敷の玉石 直径 5~ 10cmの礁が多く、岩石種としては、チャー トが多く、円磨度は0.4
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~0.6の亜円~円牒である。 ホルンフェルスは少ない。 このチャート醸は、本古墳群の地山の

大阪層群の磯層が容易に採取可能であるため、採取されたと考える。量的には少ないホルンフ

ェルス磯は、本古墳群直下の谷川に堆積した牒と考えられる。

本墳の羨道部壁体石、排水溝の石材、磯敷の玉石の採取地は、 1号墳とほぼ同じと考えられる。

本墳丘斜面に散乱する白色凝灰岩 本岩石片が数点出土しており、これは、奈良県と大阪府

境付近の二上山の牡丹洞周辺に分布する三上層群下部ドンヅルボ一層から採石されたものと考

えられる。 1号墳からも同質の白色凝灰岩が出土している。下部ドンヅルボ一層崖の白色凝灰

岩は、京都府下では京都市音戸山古墳群、向日市物集女車塚古墳等で出土するが、出土例は極

めて少ない。

(京都府立山城郷土資料館橋本清一)

(2 )出土遺物

古墳時代の出土遺物としては、須恵器 ・土師器・陶棺・凝灰岩・金属製品があり、その他の

遺物として、瓦器・陶器・近代瓦、サヌカイトの剥片などがある。

A 須恵器

蓋・杯 ・無蓋高杯・有蓋高杯・台付長頚壷 ・広口壷 ・短頚壷 ・護などがあり、このほか細片

のため接合あるいは器種が推定で、きなかったものが若干見られる。

蓋(1・2・4) 口径10.1~ 15.2cm、器高3~4cm前後をはかる蓋で、いずれも杯身と

セットをなしていたと考えられるものである。天井部上面には回転ヘラ削り調整が2/3前後に

施されており、ほかの部分はいずれも回転ナデ調整が行われている。なお時期的には 1・2が

4より明らかに先行する。

杯身 (3) 口径11.5cm、器高2.6cm前後をはかる杯身で、いずれも蓋とセットをなしてい

たと考えられ、今回の出土品では 1・2の蓋が比較的近い時期のものである。たちあがりは低

く内傾し、端部は丸く仕上げられている。底部は浅くわずかに丸みを持つ。底部外面には回転

ヘラ切り調整が1/2前後に施されており、ほかの部分はいずれも回転ナデ調整が行われている。

中央部を欠損するO

有蓋高杯蓋 (5・6・7・8) 口径14.1~ 15.2cm、器高3.7~ 5.5cmをはかる有蓋高杯

の蓋である。5・6は天井部が高く丸いが、 8は天井部が低く丸みは少ない。いずれも天井中

央部に肩平なつまみを貼付するが、 5のほうが形状的には立体的で古式である。ともに天井部

外面2/3に回転ヘラ削り調整、ほかは回転ナデ調整が施されている。いずれも天井部と口縁部

との境の稜の痕跡は見られない。8は高杯9がセット関係をなすと考えられる。

有蓋高杯 (9) 杯部の口径13.4cm、器高16.6cm、脚部底径13.5cm、閥l基部径4.2cm、脚

高12.3cmを各々はかる。杯部の底部は比較的浅くわずかに丸みを持つ。たちあがりは低く内

傾し、端部は丸い。受部は水平に外方にのひ、丸みを持つO 杯底部1/2に回転ヘラ削り、ほかは

回転ナデ調整が施されている。脚は長くその中位より上部に間隔をあけた粗な沈線2条，下位
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にも沈線l条がめぐる。上位の沈線を境に上下に縦方向三段三方向の長方形の透かし窓が穿た

れている。脚は基部から外轡気味に外下方に下がり、端部で内側に曲げて内面に稜を認める。

内外面ともに回転ナデ調整が行われている。

無蓋高杯 00・11・12・13・14・15) 10は杯部の口径11.8cm、器高17cm、脚部底径

12.0cm、脚基部径3.1cm、脚高13.4cmを各々はかる。杯部の底部は比較的深く、 平らで両端

の口縁部は大きく外上方にのび、端部は丸い。底部と口縁部には2条の凸線がめぐらされ、底

部は回転ヘラ削り調整が行われており、ほかはいずれも回転ナデ調整を行う。脚は長くその中

位より上部に沈線2条がめぐり、それを境に上下に縦方向二段二方向の長方形の透かし窓が穿

たれている。脚は基部から外轡気味に外下方に下がり、端部で内側に曲げて内面に稜を認める。

内外面ともに回転ナデ調整が行われている。

11・12は10に比較して、やや器高が低く、脚も短い。このうち 11は、杯部の口径13.0cm、

器高14.2cm、脚部底径11.2cm、脚基部径4.2cm、脚高10.5cmを各々はかる。杯部の底部は

比較的浅く、丸みを持つ。口縁部はなだらかに上外方にのび、端部は丸い。杯部口縁中位及び

下位に低い凸線をめぐらせる。脚は長く、中位より上方に沈線2条をめぐらせる。その沈線を

境に上下に縦方向三段三方向の長方形の透かし窓を穿つ。脚は基部細く、外轡気味に下方に下

がり、端部は外傾する凹面をなす。脚先端部で内方に曲げて内側に稜を認める。杯底部2/3程

度を回転ヘラケズリ調整、他は内外面ともに回転ナデ調整を行う o 12の杯底部は深い。

13は11に比較して、やや小型の傾向を示すO 杯部の口径10.8cm、器高12.9cm、脚部底径

9.8cm、脚基部径3.2cm、脚高8.9cmを各々はかる。杯部の底部は深く、平らに近い。両端の

口縁部は上外方にたちあがり、底部と口縁部は大きく屈曲させ端部は丸い。口縁部外面上位お

よび底部との境に凸線 1条を巡らせている。杯部の底部はほぼ全面に回転ヘラ削り調整が行わ

れており、ほかはいずれも回転ナデ調整を行う。脚は長くそのほぼ中位に沈線2条、下位にl

条がめぐり、上位の沈線を境に上下に縦方向三段三方向の長方形の透かし窓が穿たれている。

脚は基部から外轡気味に外下方に下がり、端部は内傾する面をなす。内外面ともに回転ナデ調

整が行われている。

14は13とほぼ同じ形態と見てよいが、透かし窓を伴わず、時期的にやや後出段階の可能性

がある。杯部の口径11.1cm、器高12.8tm、脚部底径11.3cm、脚基部径2.9cm、脚高7.9cmを

各々はかる。杯部の底部は深く 平らに近い。両端の口縁部は上外方にたちあがり、端部は丸い。

底部と口縁部は大きく屈曲させており、口縁部外面中、下位に凸線各 1条を巡らせている。杯

部の底部は2/3以上に回転ヘラ削り調整が行われており、ほかはいずれも回転ナデ調整を行う O

脚は長く基部から外轡気味に外下方に下がり、端部で外傾する凹面をなす。内外面ともに回転

ナデ調整が行われている。

15は最も小型で、ある。杯部の口径8.6cm、器高10.5cm、脚部底径8.6cm、脚基部径2.5cm、

脚高6.5cmをはかる。杯部の底部は深く丸い。両端の口縁部は内管気味に上外方にたちあがり

つ臼つd
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端部は丸い。底部と口縁部はなだらかなカーブを描き、口縁部外面中位に沈線 1条を巡らせて

いる。杯部の内外面はいずれも回転ナデ調整を行う。脚は長くそのほぼ中位に沈線2条、下位

にl条がめぐり、沈線老境に上下に縦方向三段二方向の長方形の透かし窓が穿たれている。脚

は基部から外轡気味に外下方に下がり、端部は内傾する面をなす。内外面ともに回転ナデ調整

が行われている。

高杯脚部片 (16) 高杯の脚部の一部と見られる破片である。脚基部付近の破片で、中位に

めぐる沈線は明瞭で、その上位に穿たれている透かし窓は、縦二段二方向であるが、ほかの出

土例に比較してもっとも長く古式の様相を呈している。脚内面には絞り 目の痕跡が確認される。

無蓋、有蓋の区別はできない。

短頚壷(17)復元口径12.2cm、残存高16.6cm、体部最大径19.8cmをはかる。口頚基部は太

く外反して上外方にのび端部は丸い。体部外面中位に沈線を巡らせている。体部外面は回転カ

キ目のち回転ナデ調整、底部外面付近はヘラケズリを施す。体部内面は回転ナデ調整を行うO

台付長頚壷 (18・19) 18は口径8.5cm、器高31.5cm、脚部底径14.0cm、脚基部径6.2cm、

脚高8.3cmを各々はかる。口頭部は基部細く上外方になだらかにのび、端部は丸い。外面上位

に浅い沈線2条を巡らせている。外面には成形段階に生じた絞り痕跡が認められる。体部は中

位に最大径を有する球体をなし、底部は丸く、肩の張りは見られない。肩部に沈線l条を巡ら
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す。底部には回転ヘラ削り調整、ほかはいずれも回転ナデ調整を施す。体底部に基部の細い外

反する台脚を貼付する。脚は外反した後大きく段をなし端部へ至るO 端部は内傾する凹面をな

す。基部から下方に縦二段、 三方向のほぼ長方形の透かし窓を穿つ。脚外面上位113に沈線2

条を巡らせる。なお当該遺物は 溝谷状部落ち口(二次堆積)、溝などからの出土品と接合さ

れてほぼ完形となったもので、破損後、旧位置から大きく移動されていた可能性がある。

19は脚部のみの残存である。脚には縦二段三方向の長方形透かし窓が穿たれている。基部

はやや太く復元されるがゆがみや誤差があり、 18と近似する形状となる可能性もある。

広口壷 (20・21)20は復元口径13.3cm、残存高6.7cmをはかる。口頭部は基部太く外反し

て上外方にのび、端部付近で大きく左右に肥厚させ、端部は丸く玉縁状に仕上げている。体部

は基部からなだらかに下がるが上位で欠損。外面には基部から下位に回転カキ日調整が施され

ている。その他の破片の中にも当該品の一部と見られる破片が含まれており、本来完品で供給

されていた可能性が高い。

21は復元口径19.6cm、残存高7.0cmをはかるやや大型の広口壷であるO 口頭部は基部太く、

外反して上外方にのび、端部で肥厚し、丸く仕上げている。体部は最大径を中位に求める球体

と考えられるが、上位で欠損。

嚢 (22)復元口径55.8cm、残存高13.5cmをはかる裏口縁部の破片である。基部太く外反

し端部付近で段をなす。外面上位と中位に沈線を各2条めぐらせ、その聞にヘラ描き刺突文(列

点文)を配する。さらにそれらの下方、及び内面には回転カキ目調整を施す。

その他の破片 いずれも護あるいは広口壷の体部と考えられる破片で、接合可能なものが

少ない。外面には平行叩き、内面には同心円紋の当て具痕が認められる。また焼成度合いに

ついても良好なものから甘く軟質なものまで多様である。

B 土師器

高杯 (23)口径13.5cm、器高7.6cm、脚部底径10.0cm、脚基部径4.9cm、脚高2.9cmを各々

はかる。杯底部は比較的深く丸い。口縁部は内脅気味に上方にのび、端部は丸い。外面に縦

方向のナデ調整の痕跡が残されているほかは、いずれも横方向の回転を利用しないナデ調整

が見られる。底部に基部の太い低い外反する脚を貼付する。脚基部付近には縦方向のナデ調

整が見られるほかは、横方向のナデ調整である。

嚢 (24)口径11.0cm、器高12.0cmをはかる小型の嚢である。口頭基部は太く外反して端

部に至る。端部は丸く仕上げられている。体部は最大径を中位に求める球体をなし、底部は

丸い。外面には刷毛日調整の痕跡が残されており、内面には斜方向のナデ調整が行われている。

護 (25)口径13.6cm、器高1O.7cmをはかる小型の護で、ある。護23に比較してやや大きく、

口頭基部は太く外反して端部に至る。端部は丸く仕上げられている。体部は最大径を中位に

求める球体をなし、底部は丸い。外面には刷毛目調整の痕跡が残されており、底部付近はヘ

ラケズリを行う O 内面には斜方向の板ナデ調整が行われている。
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第36図 11号墳出土須恵器・土師器

その他の破片 以上の復元された土師器のほかに、全形を復元できる状態にないが、袋状

の体部をもっ土師器長頚壷が l点出土している。

C 問棺

土師質量甲形陶棺片は45点出主し、すべて同一個体と考えられる。内訳は棺蓋3点、棺身

体部27点(端部、鍔を含む)、棺身底部7点、脚部 7点、不明 l点で、棺蓋の破片が少ない

のが目立つ。これらは円筒形の脚を備え、棺身・棺蓋からなるものである。棺全体の表面には、

横および縦方向に方形に画する突帯が付く 。突帯聞の長さが判明するものはないが、横方向

で18.0cm以上、棺身の縦方向は14.0cm以上、棺蓋の縦方向は14.0cm以上を測るO 平成17

年度調査で出土した陶棺の観察結果から、棺身 ・棺蓋は少なくとも上下2段以上か、 もしく

は3段に画された可能性が指摘されている。突帯幅は棺身で1.7~ 2.7cm、出は1.4~ 1.7cm 

を測る。さらに棺蓋には、円形・楕円形透かし孔が3穴以上穿かれている。棺身上端部外面

よりやや下方には、斜め方向に2.8cmほど張り出しながら屈曲する突出した鍔が取り付き、

棺蓋下端部を受ける。同様に、棺蓋下端外面やや上方に水平に3.8cmほど張り出すやや厚み

のある庇状の鍔がある。器壁厚は、棺蓋で1.3~ 1.5cm、棺身で1.4~ 1.8cm、棺身底部は
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1.3cmとやや薄い。底部外面には円筒形の脚が付くが行列数は不明である。筒の下端部から

上方4.3cmほどのところに 2対、 4穴あり、径1.5cmの円形透かし孔を穿っていて、 下端部

はやや肥厚する。脚の底径は13.7cm、高さ約 9cmほどである。脚の器壁厚は0.9~ 1.1cm 

で上部の方がやや厚い傾向にある。

器壁の成形は、粘土紐積み上げで、相互は内傾接合が認められる。接合後その付近を叩き

調整し、内面には同心円紋の当て具痕をとどめる。外面の調整は、板状工具により、少し斜

めに横方向にナデを丁寧に施し、内面は指で押圧したのち、ナデる。突帯は器壁との接合面

を平滑にしたのち、板状工具でタテ方向に、ランダムに刻み目を施す。そして貼り付けたのち、

突帯の両側面をヨコナデする。ただし上端部は強くヨコナデするために凹面を呈する。突帯

端面は板状工具による押圧とやや斜め方向のナデにより平滑に仕上げている。器壁の色調は、

内外面とも灰黒色を呈し、軟質であるが、土師質というより、瓦質に近い。

なお底部外面は無数の細かな鱗状の亀裂痕が、脚上半には過度の加熱による表面剥離がみ

られ、その反面脚下端はそれほど顕著にみられない。このことから、焼成時に直接下方より

火を受けていたことが予想され、このことから棺を正置状態にし、何らかの敷台の上に脚を

乗せて焼成されたと考えられる。

26は端部が角形に肥厚する棺蓋の下端部、 27は棺蓋下端外面に取り付く庇状の突帯片。28

は棺身受け部の突帯で、 33は断面やや内傾することから、棺蓋中位の破片と考えられる。34

は棺身上端部である。これらはいずれも小破片で、ある。29・30・35~ 39・41・45までは

棺身体部片である。このうち29・30・41の内面には同心円文の当て具痕をとどめる。38は

縦と横方向の突帯が交差する小片、 37は横方向の突帯が付くもので、それ以外は、縦方向の

突帯が付くものである。31は底部と体部が屈曲する棺身四角の一部のやや大きな破片で、屈

曲部外面に横方向の突帯が付く O 残存長16cm以上x12cm以上を測る o 40は31と同様に棺

身底部と体部の屈曲部の破片である。 32 ・ 42~ 44は脚部片で、 32は4分の lをとどめる。

これらの破片のなかで注意すべきものに底部と体部の屈曲のある31がある。この底部外面

には脚の接合痕跡を留めている。これまでの陶棺研究の中で土師質亀甲形陶棺の製作工程に

ついて次のように考えられている。

脚 円筒埴輪などと同じく、輪積み法でおこなう。粘土組を巻き上げ、中空円筒形のもの

を作り、外面組いハケ調整、内面ナデ調整をおこなう O 上端部は内側に 2~3cm折り曲げる

が、それは身の底部との接合面を広くし、接着を良くするためと考えられている。

身の底部と脚の接合

a.作業面に脚を並び立てる。

b.脚の上端部に幅 5~7cm、厚さ 1 ~2cmのドーナツ状の粘土組を巡らす。 これは脚の

径を小さくし、その中を埋める粘土及び底部との接合を良くするためである。

c.ドーナツ状粘土紐のなかに、拳大よりやや大きめの粘土塊を押し込んで脚上面を塞ぎ底
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部の素地とする。

d.脚との底部との安定と接合を良くするため、補強粘土を脚の外側になでつける。

底部の作成

a.脚を中心にした円形の底部ができると、これらを粘土帯または粘土板で埋め、脚聞を継

ぎ合わせ底部をつくる。脚と脚との聞の接合は、脚が 2列の場合2本、 3列の場合3本

を一単位に、ブロック状につくるのである。

b 脚聞から手で底の下側をなで、上側には薄く粘土を貼って底を補強し、なでつける。こ

の場合下側に板をあてがうことがある。脚が271Jで身の底部が広い場合には、脚聞が広

いため底部が下がり気味になる。

c.底部の縁を折り曲げ、この上に身を積み上げていく、折り曲げ部分は、内面を粘土で補

強することが多い。

などとする(村上幸雄・橋本惣司 「亀甲形陶棺の製作工程についてJ~考古学研究』 第26巻第

2号 1979年)。

今回出土した底部片は、観察の結果これとは少し製作工程が異なることが明らかになった。

まず脚の調整は、内外面とも横方向のナデ調整することである。ついで上端の折り曲げは同

様であるが、その幅が 1cm強と狭い。次いで底部と脚の接合であるが、底部の作成の bとC

が異なる。すなわち脚を立て並べた後、底部を乗せ、脚の位置に孔を開けて脚の径より大き

な厚さO.5cmほどの粘土板を上から押しつけ、接合する。その際脚の中空部が窪むため、さ

らにその上に厚さO.7cmほどの粘土板を張り付けて、底部内面を平滑にする。また脚接合部

外面にも折り曲げた部分に重なるように薄く補強粘土をなでつける。そして脚の外側にも補

強粘土をなでつけるのである。このことから底部の作成の a行程を省略していることになり、

合理化された製作方法を採用していることがうかがえる。

D 凝灰岩

小片が 9点出土した(極小片は割愛)。いずれも二上

山白石の組合式家形石棺片 と考えられる。これらは、

49が羨門前排水溝遺物集中部下層で、出土した以外は、

落石群中ならびにその付近より出土 した。しかしその

大部分は角が摩滅し、風化が著 ししかなりの間露出

していたと考えられる。これらに対して49は、残存部

10.8cm以上X7.9cm以上、 厚さ7.3cm以上を測り、 三

方向に面取りの加工が施され、隅を呈している。その

上平坦面を比較的とどめ、隅の直角が残存していて、

破面もあまり風化を受けず破砕された後、土器群が石

室内から廃棄された時期と相前後する早い時期で土中

Q
J
 

つJ

49 

。(15) Ocm

九ふ
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に埋没したと考えられる。このことから、わずか l点であるが、石棺片は他の箇所から持ち

込まれたものではなく、 11号墳の石室内に存在していた可能性が高い。51は残存長15.5cm

以上、幅 5cm以上、 50は残存長18.4cm以上、幅9cm以上の相蓋破片で、側面をとどめる。

その端から幅4.0~ 4.5cmで帯状を呈して 2cmほど段状に突出させる印寵蓋形式のものであ

るO この部分と側石上端部をかみ合わせる。そのほかは径4~ 11cmの塊状を呈するが、 53

は面取りによる平坦面を一部とどめる。

E 金属製品

羨門前排水溝・谷状落ち込みより 2点出土した。これらは先端・側面に折り返しのない板

状のもので、本体・鋲とも鉄地である。55は方形状を呈し、幅2.0cm、長さ 2cm以上、 厚さ

0.3cmで隅を少し面取りしている。鋲状のものが、中央よりやや片方に寄りに l箇所に打たれ、

0.7cm以上突き出ている。このような形態から全体の形状は長方形に推定され、鋲は相対す

る位置にもう l本ある可能性がある。なお鋲頭は剥離したのか、現状では突出していない。

56の形状は一方が半円形を呈し、もう片方は先端がやや細長く舌状を呈する。幅2.0cm、

長さ3.2cm、厚さ0.3cmである。半円形の中央 l箇所に頭径0.9cm、高さ0.5cmの半球形鋲を

使用し、反対側に突き出ない。

これらは、現状から裏面には皮革が付着した跡は認められない。皮革端金具の可能性もあ

第40図 11号墳出土凝灰岩片
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るが、 一応飾金具の一部と考えておきたい。

F その他の遺物

この他、細片のため図化しなかったが、鎌倉時代の瓦器椀片、

近代以降の施紬陶器・桟瓦が墳丘テラス部から出土したほか、

サヌカイト製の石器剥片が l点出土した。

瓦器は大和型瓦器椀の口縁部片で、内面にヘラミガキが密 l

に施される。細片のため時期は不明。

平成17年度に実施した堀切 l号墳の調査では、横穴式石室玄

室内において、 10世紀後半代の黒色土器A類椀の他、 13世紀

代の瓦器皿、中世の銭五枚を伴う小土坑を検出しており、石室

が複数時期・複数回にわたって再利用されていたことが判明し

ている。こうした状況から、 11号墳においても、中世において

石室の再利用が行われていた可能性が高いといえよう O

なお、サヌカイトの剥片に関しては、堀切古墳群に近接し

て縄文時代中期末の薪遺跡が知られており、剥片の出土はこれ

(ヲ
ベア

(1: 2) 
............... 

ベア
56 

第41図 11号墳出土鉄製品実測図
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第42図 11号墳出土鉄製品

に関連したものと思われる。前回の調査と同様、今回も縄文

時代・弥生時代に遡る遺構は確認で、きなかったが、 古墳築造時における盛士採取や周溝掘削時

に当該期の遺構が破壊されている可能性もあろう O

(3) IJ¥ 結

以上、 11号墳で出土した遺物類について記述してきた。このうち須恵器および土師器に関

して若干気づいた点を記述しておきたいと思う O 須恵器はすでに見たように、蓋杯、高杯には

いくつかの形状の差が認められる。これらはその材料となった粘土に大きな差異が認められな

いことから同一ないしは近接地域からの供給と見られる。すなわち同一地域の生産地であれば、

ここに見る形状の差異は製作工人によるものと考えるよりは、時期的な差と見るのが妥当であ

ろう O このように考えると、今回の出土須恵器には大きく 3時期に区分可能と考える。すなわ

ち蓋では、 し 2および杯3がほぼ同じで、 蓋4がやや新しい。また高杯についてみれば、 16が

破片であるがもっとも先行し、ついで9. 10. 11， 12. 13. 14となり. 15がもっとも新しく

なる。なおこのグループでは10が先行し、 13. 14がやや後出段階に分類してよいだろう O 台

付長頚壷は、これらのうちではもっとも先行するグ、ルーフに分類される。広口壷についてはい

ずれも先行グループに分類することが可能である。

これらの区分によって最大4段階に区分可能であり、それらがいずれも相互に時期的な間隔

を有しているとすれば、これらの観察から当該古墳の埋葬回数が4回という想定が可能となる。

いずれにしても須恵器、土師器ともに旧位置からまったく移動せずに検出されたものではなく、

撹乱を大いに被っている可能性が多いことをその残存状態が示唆している。したがって本稿の

-Eよ
A
吐



側
・
嗣
麟
閉
山
・
嗣
口
世

醐
断
附
芋
担

UE
国
棚
駐

Cコ
ー

』
」

E
O
O
N
 

<:> 
e、』

c、J
F 

wm叶
曙
髄
傾
聴
刊
坦
甥
昨
=σ3 

F 

唱す

← 

'" -

l\こ.~ I榔

リ戸川!

司司F

日 ト刊

同一寸 同一ω 同一tο

つ山Aせ



表 2 11号墳出土遺物観察表 (1 ) 

図番号 器種 法量 形態の特徴 手法の特徴 焼成 胎土 出土地 制Ii考

復元口径15.2cm
天井部は比較的低く、わず マキアゲ ・ミズビキ成形、 07HKF-2 11号

ヨSF 残存高:3.0cm
かに丸みを持つ。口縁部は 天井部2/3に回転ヘラ削り

良好 やや粗
墳f幹 4点接合

天井部からなだらかに下が 調整、ほかは回転ナデ調 ①土器下N0l7
り、端部は丸い。 整。 071102 (5-6) 

口径:14.3cm
天井部は比較的低く、わず マキアゲ・ ミズビキ成形、 omKF-2 11号墳
かに丸みを持つ。口縁部は 天井部2/3以上に回転ヘラ やや甘 南スソ部 (二次

2 蓋 器高3.&m
天井部からなだらかに下が 削り調整、ほかは回転ナデ く、軟質

やや粗
堆積)

13点接合

り、端部は丸い。 調整。 070831 (1-4) 

たちあがりは短く内傾し、

復元口径11.5cm 端部は丸い。底部は浅く平 マキアゲ・ミズビキ成形、 07HK 11号墳羨

3 +不 残存高。2.6cm らに近い。受音1¥は比較的長 底部は回転ヘラ切り ・ほか 良好堅綴 粗 道内 2点接合

く上外方にのび端部は丸 は回転ナデ調整。 071029 (3-6) 
し、。

口径は小さく、 天井部は比
マキアゲ・ミズビキ成形、

口径:10.lcm 較的高く丸い。口縁部は天
天井部1/2以下に回転ヘラ

omK 11号墳

4 蓋 器高4.0cm 井音iからなだらかに下が 良好 やや粗 羨道内 4点接合

り、端部付近で直下に下が
切り。ほかは回転ナデ調

071017 (3-6) 
り、端部は丸い。

整。

天井部は比較的高く、丸み
を持つ。天井部中央に中央

マキアゲ ・ミズヒキ成形、
口径14.lcm が高い扇平な算盤球状の

天井部2/3以上に回転へラ
07HK 11号墳講

5 有蓋高杯、葦 器高:5.5cm つまみを貼付する。口縁部 甘く軟質 やや粗 ①N05 3点接合

は天井音1¥からなだらかに下
開lり調整を施す。ほかはい

071102 (4-6) 
がり、稜の痕跡は見られな

ずれも回転ナデ調整。

い。口縁端部は丸い。

天井部は比較的品く、丸み
マキアゲ ・ミズビキ成形、

復元口径15.2cm
を持つ。天井部中央に扇平

天井部2/3に回転ヘラ自IJり 07HK 11号墳束

6 有叢高杯蓋 器高:4.7cm
なつまみを貼付する。口縁

調整を施す。天井部内面中 良好堅綴 やや粗 墳丘スソ部 3点接合
部は天井音1¥からなだらかに
下がり、稜の痕跡は見られ

央はナデ調整、ほかはいず 071102 

ない。口縁端部は丸い。
れも回転ナデ調整。

マキアゲ ・ミズピキ成形、 やや粗、
07HK 11号墳東

残存口径:9.0cm
天井部中央に扇平なつまみ

天井部2/3に回転ヘラ自Ijり 最大5mm
南スソ部 (二次

7 有蓋高杯叢 残存高:2.&m
を貼付する。

調整を施す。天井部内面中 良好堅綴 の白色砂
堆積)

央はナデ調整、ほかはいず 粒を含
れも回転ナデ調整を施す。 む。

+金/:B中070903

天井部は比較的低く、わず
マキアゲ ・ミズピキ成形、

口径14.3cm
かに丸みを持つ。天井部中

天井音1¥2/3に回転ヘラ削り 07HK 11号墳

8 有蓋高杯蓋 器高3.7cm
央に中央がくぼんだ扇平な

調整を施す。天井音1¥内面中 良好 やや粗 N0407ll02 (4- 5点接合
つまみを貼付する。口縁部

央はナデ調整、ほかはいず 4) 
は天井部からなだらかに下

れも回転ナデ調整。
がり、端部は丸い。

杯底部は比較的浅く、わず
かに丸みを持つ。 たちあが
りは低く内傾し、端部は丸
い。受部は水平に外方へ
のび、端部は丸い。脚は長

口径13.4cm く、中位より上方に間隔を

器高。16.6cm あけた粗な沈線2条、下位 マキアゲ・ ミズビキ成形、
やや粗、 07HK 11号墳iiii-

9 有叢高杯
脚底径13.5cm にもI条をめぐらせる。上 杯底部2/3に回転ヘラ削り

良好 白色砂粒 ①N07 
脚基部径4.2cm {立の沈線を境として上下に 調整、そのほかの部分はい

を含む。 071102 (4品)
脚高12.3cm 縦方向二段二方向の長方 ずれも回転ナデ調整。

形透かし窓、を穿つ。脚は基
部細く、外野気味に下方に
下がり、端部は外傾する凹
面をなす。また脚先端部で
内方に曲げて内側に稜を認
める。胸部にひずみ。

杯底音1¥は比較的深く、わず
かに丸みを持つ。口縁部は
わずかに外野気味に上方
にたちあがり端部は丸い。

口径:11.&m 杯古1¥口縁中位および下位に
やや粗、

器高17.Ocm 凸線をめぐらせる。脚は長 マキアゲ・ミズビキ成形、 07HKF-2 11号
脚底径12.0cm く、中位より上方に間隔を 杯底部2/3に回転ヘラ削り

最大6mm
墳南スソ音11(二

10 無蓋高杯 良好 の白色砂 7点接合
脚基部径3.lcm 有する粗なめ線2条を巡ら 調整、そのほかの部分はい

粒を含
次堆積)

脚高13.4cm せる。その沈線を境に上下 ずれも回転ナデ調整。 070831 (1-3) 
に縦方向二段二方向の長

む。

方形透かし窓を穿つ。脚は
基音1¥細く、外野気味に下方
に下がり端部は外傾する凹
面をなす。

つd4
 



表3 11号墳出土遺物観察表 (2 ) 

杯底部は比較的浅く、丸み
を持つ。口縁部はなだらか
に上外方にのび端部は丸
い。杯部口縁中位および、下

位に低い凸線をめぐらせ

口径:13.0叩 る。脚は長く、中位より上
マキアゲ・ミズビキ成形、

器高14.2cm 方に間隔を有する粗な沈線
杯底部2/3に回転へラ削り

やや粗、
07HK 11号墳溝

11 無蓋高杯
脚底径11.2cm 2条をめぐらせる。その沈

調整、内底面にはナデ調 良好
ざらつと

① N09 
脚基部径4.2cm 線を境として上下に縦方向 した感じ

脚高1O.5cm 二段二方向の長方形透か
整、そのほかの部分はいず

がする。
071102 (5-1) 

し窓を穿つ。窓は上位が狭
れも回転ナデ調整。

く、 下位は広い。脚は基音11
細く、外野気味に下方に下
がり、端部は外傾する凹而
をなす。脚先端部で内方に

曲げて内側に稜を認める。

杯底音11は深く、わずかに丸

復元口径11.6cm みを持つ。口縁部はわずか

器高15.Ocm に内野気味に上方にたちあ
復元脚底径10仕m がり端部は丸い。杯部口縁

マキアゲ ・ミズピキ成形、
07HK 11号墳羨

12 1!!¥蓋高杯 復元脚基部径3.0 中位に低い凸線をめぐらせ
回転ナテ調整。

良好 密 道内 3点接合

cm る。脚基部細く、外轡気味 071027 (3-6) 
脚高1O.5cm に下がり、端部で内傾する

凹面をなす。上下に二段二

方向の透かし:容を穿つ。

杯底部は深く、わずかに丸
みを持つ。口縁音11はわずか
に内轡気味に上方にたちあ
がり端部は丸い。杯部口縁

口径・1O.&m 中位および下位に低い凸線

器高:12.9cm をめぐらせる。脚は比較的 マキアゲ ・ミズピキ成形、
日7HK 11号墳構

13 無蓋高杯
脚底径9.&m 長く、中位に沈線2条.下位 杯底部2/3に回転へラ削り

良好 やや粗 ⑤ NOl 10点接合
脚基部径3.2cm にl条をめぐらせる。その 調整、そのほかの部分はい

日71101(4-1) 
脚高邑9cm 上方のj尤線を境として上下 ずれも回転ナデ調整。

に縦方向三段二方向の長
方形透かし:害、を穿つ。上下

の窓はやや下方が広い。脚
は基部細く、外野気味に下

方に下がり、端部は丸い。

杯底部は深く、わずかに丸

みを持つ。口縁部はわずか

口径 l1.1cm
に内管気味に上方にたちあ

器商:12.&m
がり端部は丸い。杯音11口縁

マキアゲ ・ミズピキ成形、
やや粗、

脚底径11.3cm
中位および下位に低い凸線

杯底部112に回転ヘラ削り
2mm前 07HK 11号墳溝

14 無蓋高杯 をめぐらせる。脚は比較的 良好 後の白色 ① N011 
脚基音11径2.9cm

長く、基部細く、外野気味
調整、そのほかの部分はい

砂粒を含 071102 (5-2) 
脚高7.9cm

になだらかに下がり、端部
ずれも回転ナデ調整。

む。
は外傾する凹面をなす。ま

た脚先端部で内方に曲げて
内側に稜を認める。

杯底部はj奈く丸い。口縁部

はわずかに内野気味に上方
にたちあがり端部は丸し、。

口径8.6cm
杯部口縁中位に沈線1条を
めぐらせる。脚は比較的長

器高:lO.5cm
く、中位に沈線2条、下位 07HK 11号墳溝

15 1!~蓋高杯
脚底径8.6cm

にI条をめぐらせる。その
マキアゲ ・ミズビキ成形、

良好 やや粗 ① N080 
脚基部径2.5cm

上方のi尤線を境として上下
いずれも回転ナデ調整。

71102 (4-9) 
脚高6.5c皿

に縦方向二段二方向の長
方形透かし窓を穿つ。基音11
細く、外野気味になだらか

に下がり、端部は外傾する
面をなす。

残存高8.&m
脚基部から中位の破片。中

。九1K 11号墳

16 高杯胸部破片 脚基部径4.2cm
位に沈線2条をめぐらす。 マキアゲ・ ミズビキ成形、

良好 やや粗 N02 
その上下に三段二方向の 内面に絞りの痕跡を残す。

071102 (ら7)
透かし窓を穿つ。

口頚部は基音11太く、外反し
マキアゲ・ミズビキ成形、

復元口径12.2cm
て上外方にのび端部は丸

口頚部内外面ともに回転ナ

器高16.6cm
く仕上げている。口頚部中

デ調整。体音11中位付近に困 07HK 11号墳
17 短頚登 頚基部径11.5cm

位に浅い沈線2条を巡らせ
転カキ目調整。体部下位か 良好 密 NOl掘り下げ 12点接合

体部最大径19.&m
る。 体~IIは基音 iからなだら

ら底音11に回転ヘラ削りを施 071024 (3-4) 
かに下がり、体部最大径

す。ほかはいずれも回転ナ
を中位よりやや上部に求め

デ調整。
る。

A
吐4A 



表 4 11号墳出土遺物観察表 (3 ) 

口頚部は基部細く外反し

て上外方にのび、端部は
丸い。頚部上位に沈線2
条をめぐらせる。体部は

口径8.5cm
最大径を中位に求める球

体をなし、底部は丸い。
器高31.5cm

上位に沈線l条をめぐら マキアゲ・ ミスビキ成
日7HKF-2

liJi基部径5.5cm やや 11号墳南スソ

体部最大径17.4
せる。底部中央に基部 形、口頭部に絞り目痕跡

粗、白 部 (三次堆積)
の細い脚を貼付する。脚 が見られる。体部下位か

18 台付長頚壷 cm 
は基部から外野気味に ら底部に回転ヘラ自IJり、

良好 色砂粒 07侃31(1-2)、
脚基部径6.2cm を多く 11号墳溝①

脚高8.3cm
下がり、さらに大きく角 ほかはいずれも回転ナデ

含む。 N02071102 
脚!長径14.Ocm

度を変えて外反する。上 調整。
(4-2)と接合

位113'こ沈線1条をめぐら
せ、それを境に上下に三
段三方向の長方形透かし
:害、を穿つ。端部の設置は

外端部で、端部は内傾す
る凹面をなす。

台付長頚壷脚部の破片。

残存高8.Ocm 脚は基部から外野気味に

脚基音11復元径 下がり、さらに大きく角 07HK 11号墳

19 
台付長頚 8.3cm 度を変えて外反する。縦 マキアゲ ・ミスビキ成

良好 密
t茸

蛮脚部破片 脚底復元径17.5 三段三方向の長方形透 形、回転ナテ調整。 ①N0l3 
cm かし窓、を穿つ。端部の設 071102 (5-3) 

置は外端部で、端部は内

傾する凹面をなす。

日頚部は基部太く、外反

復元口径13.3cm
して上外方にのび、端部

マキアゲミズビキ成
07HKF② 、

で肥厚し、丸く仕上げて 11号境、重機
20 広口蓋 残存高6.7cm

いる。体部は最大径を中
形、回転ナデ調整。体育s 良好 やや粗

掘削 (のり面の

位に求める球体と考えら
外面に回転カキ日調整。

盛り土)070903 
れるが、上位で欠損。

口頚部は基部太く、外反

復元口径19.6cm
して上外方にのび、端部 マキアゲ ・ミスビキ成 07HK 11号墳

21 広口壷 残存高7.0cm
で肥厚し、丸く仕上げて 形、回転ナデ調整。体部

良好 やや粗
NOl 掘り下

き!!j?
いる。体部は最大径を中 外面に平行叩き、内面に げ071024(3-
位に求める球体と考えら 円弧叩き。 4) 
れるが、 上位で欠損。

口頚部は基音11太く、外反

して上外方にのび、端部
付近で段をなし、端部は

やや
わずかに丸味をもっo端 マキアゲ・ミズピキ成

粗、
部外面上位から中位に合 形、ヘラ描き列点文 (刺 07HKF-2 11 

復元口径55.&m
計三段2条の沈線をめぐ 突文)および回転カキ目

2mm 
号墳南スソ部

22 ~ 残存高13.5cm
らせている。上位と中位 調整が内面全体と外面

良好 前後の
(三次堆積)

の沈線の聞にはヘラによ 中位以下に見られるほか
白色砂

070831 (1-6) 
る斜め列点文(刺突文) は回転ナデ調整。

粒を含

が施されている。中位以
む。

下には回転カキ目調整を

行なう。

口径:13.5cm
杯底音11は深く丸い。口縁

全体が回転を利用しない

器高7.6cm
部はわずかに内轡気味

で成形されている。底部

脚底径1O.0cm
に上方にたちあがり端部

及び脚基部付近は縦斜
07HKF-2 11 

23 土師器高杯
脚基部径4.9cm

は丸い。杯底部に脚を貼
め方向のナデ調整、ほか

良好 粗 号墳i蒋
付する。脚は基部からほ ①NOl6071102 

脚高2.9cm
ぼ直線的に大きく外反す

は横方向のナデ調整が行

る。
なわれている。

マキアゲ成形、口頭部内
やや甘

口頭部は基音11太く、外反 面には横方向の刷毛白調
く、軟

口径11.0cm して上方にのび、端部は 整。体部外面には不整方
質 (土

07HKF-2 11 
24 土師器~ 器高12.Ocm 丸い。体部は最大径を中 向の刷毛日調整、ほかは

師器と
やや粗 号墳NOlO

位に求める球体をなし、 様方向のナデ調整が行な
しては

071102 
底部は丸い。 われている。黒斑が見ら

良好)
れる。

口頚部は基部太く、外反 マキアゲ成形、口頚部内 やや甘

口径 13.6c皿
して上方にのび、端部は 面には横方向の刷毛目調 く、軟

07HKF-2 11 
25 土師器主主 器高。1O.7cm

丸い。体部は最大径を中 整。体音11外面には不整方 質 (士
やや粗 号墳N0l2

位に求める球体をなし、 向の刷毛日調整、底部外 師器と
底部は丸い。口縁部にひ 面付近をヘラケスリ調整 しては

071102 

ずみあり。 を行う。 良好)

に
d4

 



観察結果からの類推は当を得ていない可能性もあろう O

また先に調査されたl号墳の出土須恵器を比較すれば、併行関係にあるものや先行するもの、

あるいは後出段階のものなど多様な状況を呈している。これは相互の古墳への追葬が複数回に

わたって行われたことを示すものであり、とくに目立つた現象とはいえない。

3.横穴状遺構

ウマノセ山塊群北端裾の標高50.4m、薪神社の南30mのところに所在する。横穴状の遺構

が3基東西に隣接してあり、北に閉口している。発掘調査時においていずれも土砂の堆積はほ

とんどなく、 空洞状態であった。開口部の間口は、東から1.1m、O.9m、O.8mで、現存奥行

き約O.5m、底部はほぼ平坦で、やや楕円形に類似した不定形の平面を呈す。天井部までの高

さは各々残高O.6mを測り、断面は袋形を呈する。内部からはゴミ袋や屑などの現代の遺物が

詰まった状態でみられた以外、それ以外の遺物は出土しなかった。堀切横穴群をはじめとする

南山城の木津川左岸の八幡市南部から京田辺市北部にかけて点在する、八幡市美濃山横穴群、

同女谷 ・荒坂横穴群、京田辺市松井横穴群などの横穴の形態や規模の比較や出土遺物から判断

して、今回調査した横穴状遺構は、横穴と判断できる根拠をみいだせず，なおかつ出土遺物や

形態から、近・現代に伐採された樹木を除去した後の抜き取り跡の可能性が考えられる。
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V 堀切古墳群出土土器の蛍光X線分析

1 .はじめに

火成岩は大きく花崩岩類と玄武岩に分類される。これらの火成岩を構成する鉱物(造岩鉱物)

の6割を占めるのが長石類である。長石類の中でもとくに、カリ長石 (Kを含む)と斜長石 (Ca

を含む)は逆相関の関係をもって火成岩類に含まれていることが分かっている。火成岩の風化

の過程で長石類は破壊され、 K、Caは溶出するが、残留鉱物としてその微粒子は粘土中にも

残存していることがX線回折でも確かめられている。

全国各地の窯跡出土須恵器の分析デ タを見る限り、窯跡出土須恵器の素材となる粘土は窯

跡の後背地を構成する岩石 (火成岩)が風化され、粘土化された残留粘土であると考えられて

いる。したがって、風化生成物とはいえ、その化学特性は母岩の化学特性の影響を直接受けて

いると考えられている。

全国の花岡岩類約3，000点の分析結果から、花商岩類の化学特性は長石類が支配しており、

とりわけ、カリ長石 (K、Rbを含む)と斜長石 (CaとSrを含む)が重要である。K-Ca、Rb-Sr

の両分布図上で逆相関の関係をもって分布することが実験デ タで出されている。したがって、

各地の窯跡出土須恵器の化学特'1主もK-Ca、Rb-Srの両分布図上で、表されるO このことはすでに、

各地の窯跡出土須恵器の分析デ タでも実証されている。したがって、岩石や窯跡出土須恵器

の化学特性を求める上には、 K、Ca、Rb、Srの4元素はきわめて重要である。蛍光X線分析

はケイ酸塩試料を簡単に分析できるだけではなく、これら 4元素をセットにして、同時に測定

できることが岩石や土器の地域差を求める研究を進める上で有効であったのである。このこと

は意外に知られていない事実である。

粘土すなわち、土器にみられる地域差は岩石ほど大きくはないので、 K-Ca、Rb-Srの両分布

図上でも、試料集団は部分的に重複して分布する場合が多い。そこで、窯聞の相互識別をする

ためには、複数の元素を測定して、 2群間判別分析法という統計学の手法の導入が必要である。

そして、 2群間判別図は古墳などの消費地遺跡出土須恵器の産地推定に活用される。

本報告では、地元、京田辺市にある窯跡出土須恵器と陶白産須恵器の相互識別を蛍光X線分

析法で検討するとともに、堀切古墳群から出土した須恵器の産地を推定した結果について報告

する。

2 分析方法

須恵器小片は表面をタングステンカ パイド製の刃をもっ手動式研磨機で表面を研磨し、

表面付着物を除去したのち、タングステンカーバイド製乳鉢の中で100メッシュ以下に粉砕

された。粉末試料は塩化ビニル製リングを枠にして、 10トンの高圧をかけてプレスし、内径

20mm、厚さ5mmの錠剤試料を作成し、蛍光X線分析を行った。

蛍光X線分析には大阪大谷大学博物館に設置されている理学電機製RIX2100(波長分散型)

円
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を使用した。使用X線管球はRh管球であり、使用条件は50kV、50mAである。この装置には

TAP、Ge、LiFの3枚の分光結晶が装填されており、軽元素の蛍光X線の測定にはガスフロー

比例計数管を、また、中重元素の蛍光X線の測定にはシンチレーションカウンタ を使用した。

また、この装置には50試料が同時に搭載できる自動試料交換機が連結されており、コンビュ

ーターの制御で完全自動分析ができる分析装置である。常時、岩石標準試料JG-1中の 6元素

(Na、K、Ca、Fe、Rb、Sr)の蛍光X線強度が測定されており、装置自身の安定性がチェック

されているO

定量分析のための標準試料としては、 JG-1(群馬県産花岡岩類)を使用した。分析値はJG-1

の各元素の蛍光X線強度をつかって標準化した値で表示した。

3 分析結果

はじめに、地元、京田辺市の窯跡出土須恵器の分析データから説明する。表5には、分析点

数は少ないが、まむし谷窯、新宗谷窯、興戸宮ノ前窯の3基の窯跡出土須恵器の分析値をまと

めである。この結果にもとづいて作成した両分布図を第43図に示す。これらの試料を包含す

るようにして、京田辺領域を描いてある。また、比較対照のために、陶邑領域も描いてあるO

K-Ca分布図で、は陶邑産須恵器に比べて、京田辺市の窯跡出土須恵器にはK、Ca量がやや多く、

陶白領域の右上に分布し、相互識別の可能性があることを示している。そこで、 2群間判別分

析法をつかつて、京田辺群と陶邑群聞の相互識別を試みた。その結果を第44図に示す。両軸

にとった D2 (陶邑)、 D2 (京田辺)はそれぞれ、陶邑群、京田辺群の重心からのマハラノビ

スの汎距離の二乗値であり、 K、Ca、Rb、Srの4因子を使って計算された。測定された全試

料について、陶邑群と京田辺群の重心からのマハラノビスの汎距離の三乗値を計算した。その

結果をプロットしたのが第44図である。両群の試料集団はほぼ完全に分離しており、その相

互識別は十分可能であることがわかる。

5%危険率をかけたホテリングのT2検定に合格する条件はD2 (母集団)< 10である。第

44図をみると、陶邑群の殆どの試料はD2 (陶巴)<10の領域に分布しており、また、京田辺

群のすべての試料も D2 (京田辺)<10の領域に分布していることが分かる。これが両母集団

に帰属するための必要条件である。そのため、 D2 (母集団)= 10のところに線をヲ|いである。

一方、第43図から、両母集団の試料は互いに、相手群の重心から一定の距離の範囲内に分布

することが分かる。この事実から、互いに、相手群の重心からのマハラノビスの汎距離の三乗

値をつかって、経験的に十分条件も求めることができる。第44図より、陶邑群にとっての十

分条件はD2 (京田辺)=7-300であり、京田辺群にとっての十分条件はD2 (陶巴)=3-30 

であることが分かる。この結果、陶邑領域はD2 (陶邑)< 10、D2 (京田辺)=7-300であり、

京田辺領域はD2 (京田辺)<10、D2 (陶邑)=3-30であることが分かる。したがって、もし、

京田辺市内の古墳出土須恵器が地元産であれば、京田辺領域に分布するはずであるし、陶邑か

らの搬入品であれば、陶巴領域に分布するはずである。
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つぎに、京田辺市の堀切古墳群から出土した須恵器の分析データは表6にまとめられている。

この結果にもとづいて、作成された両分布図を第45図に示す。殆どの試料は京田辺領域をず

れて分布しており、地元産の須恵器が殆どないことがわかる。そこで、これらの試料の分析値

(K、Ca、Rb、Sr)をつかって、両群の重心からのマハラノビスの汎距離の二乗値を計賞した。

その結果をプロットしたのが第46図である。殆どの試料は陶巴領域に分布し、陶白からの搬

入品であることを示している。No.34の試料のみが、第46図に示すように、京田辺領域の端近

くに分布しており、京田辺産のようにみえるが、この l点だけが京田辺領域に分布するところ

から、果たして、京田辺産かどうかは疑問をもっておく必要がある。土器型式の再検討が必

要である。 No.35の試料はCa量が異常に多く、第45図でも、古墳出土の他の須恵器試料群と

は遠く離れて分布した。第46図でも、図外にはみ出して分布した。産地不明とするしかない。

通常、土器類で、はCaはSrと正の相関性をもっ。花両岩類中のCaとSrも同様の関係をもっ。第

45図をみると、 No.35の試料にはCa量が異常に多いことがわかる。試料採取のさい、または、

試料処理の段階で、Caの汚染があった可能性もある。

以上の結果、堀切古墳群の須恵器は殆ど、は陶巳産で、あった。地元産と確認できる試料は l点

もなかった。堀切古墳群の築造時期と同じ時期に、地元、京田辺市には須恵器の窯跡がなかっ

た可能性がある。今後の検討が必要である。

4 最後に

軟質土器の分析結果について触れておく O 分析値は表6に須恵器と一緒に記載しである。第

45図にも須恵器と一緒にプロットしである。須恵器集団とは離れて分布しており、胎土は異

なる。このことは素材粘土も異なることを意味する。当然、別場所で作られたものであるが、

比較対照とするデ タがなく、産地不明とするしかない。一般的に、土師器には須恵器に比べ

て、 Caが多い。斜長石を多く含むものと推察される。これは全国的な傾向で、斜長石は比較

的低温で融解するため、 Caを多く含む粘土は須恵器のように高温では焼結することはできな

い。その典型的な例が生駒山西麓産の軟質土器群である。生駒山西麓遺跡群から出土する軟質

土器は例外なく、 Caが異常に多い。このように、 Caが異常に多い粘土は高温では焼結で、きな

いのである。したがって、硬いやきものは作れないのである。これが生駒山西麓で、は縄文時代

以降、中世にいたるまで、長期間にわたって、縄文土器、弥生土器、土師器などの軟質土器は製

作したにも関わらず、須恵器を生産した窯跡は l基も発見されていない理由である。

他方、 2点の埴輪も第45図の両分布図にフロットしである。両分布図で比較的近接して分

布するばかりではなく、表6より、 Fe因子やNa因子でも類似しているところから、同じとこ

ろで製作された埴輪と推察される。ただし、これも、比較対照の試料がなく、その産地は不明

である。Fe量が異常に多いところから、製品を赤くするため、 Fe量の異常に多い粘土を意識

的に選択した可能性がある。

(大阪大谷大学 三辻利一)
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表5 京田辺市窯跡出土須恵器の分析データ

No 窯名 称 K C a F e Rb S r Na 備考

まむし谷窯 0.513 0.122 2.17 0.584 0.301 0.161 

2 " 0.636 0.200 1.63 0.700 0.408 0.274 

3 " 0.634 0.190 1.65 0.719 0.375 0.244 

4 新宗谷窯 0.549 0.133 1.52 0.641 0.327 0.223 

5 " 0.625 0.190 1.78 0.701 0.383 0.274 

6 " 0.524 0.154 1.78 0.586 0.343 0.186 

7 興戸宮ノ前窯 0.630 0.140 2.70 0.723 0.326 0.231 

8 /1 0.608 0.115 3.20 0.560 0.275 0.207 

9 /1 0.629 0.110 3.10 0.571 0.262 0.190 

10 /1 0.615 0.124 2.48 0.599 0.312 0.177 

表6 堀切古墳群出土須恵器・土師器・埴輪の分析データ

No 古墳番号 器種 K Ca F e Rb S r Na D 2(陶邑) D 2(尽田辺) 推定産地

11号墳 須恵、器 0.411 0.066 1.54 0.519 0.228 0.092 1.1 21.9 陶巴

2 11号墳 須恵、器 0.417 0.068 1.60 0.543 0.273 0.092 1.2 26.2 陶邑

3 11号墳 須恵、器 0.435 0.080 2.07 0.453 0.262 0.099 2.2 14.5 陶邑

4 11号墳 須恵、器 0.397 0.075 1.82 0.536 0.241 0.129 1.1 25.3 陶邑

5 11号墳 須恵、部 0.416 0.042 1.70 0.559 0.196 0.105 2.0 35.8 |淘巴

6 11弓墳 須恵、器 0.464 0.085 1.79 0.582 0.275 0.161 0.63 13.3 |淘邑

7 11号墳 須恵、総 0.349 0.073 1.74 0.414 0.217 0.092 3.7 40.1 陶巳

8 11号墳 須恵、部 0.383 0.061 1.86 0.520 0.228 0.132 1.6 27.7 陶邑

9 11号噴 須恵告書 0.452 0.048 1.72 0.589 0.212 0.110 2.4 28.3 陶巴

10 11号噴 須恵椋 0.423 0.068 1.69 0.536 0.209 0.122 1.7 34.8 陶邑

11 11号墳 須恵器 0.566 0.223 1.93 0.626 0.379 0.323 14.7 41.6 不明

12 11号墳 須恵器 0.466 0.070 1.53 0.496 0.277 0.111 2.4 27.1 陶巴

13 11号墳 須恵器 0.430 0.062 1.84 0.420 0.243 0.099 3.9 19.1 陶巴

14 11号墳 須恵掠 0.443 0.069 1.68 0.548 0.208 0.126 2.4 33.1 |淘邑

15 11弓墳 須恵器 0.476 0.068 1.85 0.590 0.250 0.147 1.8 16.5 |淘邑

16 11号墳 須恵器 0.478 0.070 1.87 0.586 0.254 0.163 1.8 15.4 陶巴

17 11号墳 須恵器 0.461 0.084 1.81 0.563 0.232 0.170 2.3 23.6 I¥tjd} 

18 11号墳 須恵器 0.438 0.085 1.74 0.523 0.248 0.159 1.1 15.0 陶邑

11号墳 土師::I~ 0.467 0.438 1.59 0.415 0.547 0.277 

11号墳 土師器 0.512 0.185 1.48 0.524 0.453 0.199 

19 1号墳 須恵器両杯 0.492 0.081 2.35 0.582 0.273 0.246 1.8 12.6 陶邑

20 l号墳 須恵器両杯 0.446 0.056 2.13 0.565 0.210 0.103 2.1 26.4 陶邑

21 l号墳 須恵器I罰杯 0.454 0.063 1.64 0.614 0.264 0.096 1.4 29.3 陶邑

22 l号墳 須恵器l同村、 0.489 0.079 2.34 0.554 0.273 0.242 2.0 13.2 陶巴

23 l号墳 須恵器I町村J 0.494 0.079 2.32 0.540 0.267 0.234 2.8 10.4 向邑

24 l号墳 須恵、器局杯 0.497 0.078 2.30 0.556 0.281 0.240 2.4 18.8 陶邑

25 l号墳 須恵、器局杯 0.455 0.048 1.56 0.578 0.252 0.112 2.2 34.1 陶邑

26 l号墳 ;Jj恵、器局杯 0.466 0.045 1.46 0.561 0.252 0.114 2.9 36.5 陶邑

27 l号墳 須恵器 0.430 0.084 1.79 0.513 0.254 0.107 0.89 13.8 陶邑

28 l号墳 須恵器 0.419 0.080 1.84 0.509 0.245 0.105 0.97 17.1 |淘邑

29 l号墳 須恵g~ 0.435 0.087 1.79 0.514 0.275 0.112 0.64 12.8 陶邑

30 l号墳 須恵器 0.427 0.084 1.80 0.513 0.250 0.111 0.95 15.4 陶邑

31 l号噴 須恵器 0.413 0.081 1.77 0.477 0.255 0.111 1.3 15.1 陶邑

32 l号墳 須恵苦言 0.401 0.091 2.19 0.453 0.234 0.125 2.5 31.8 陶邑

33 l号墳 須恵お 0.351 0.127 1.74 0.600 0.292 0.102 7.7 57.9 ド;tnJB

7号墳 埴輪 0.534 0.108 4.75 0.524 0.208 0.165 

7号墳 埴輪 0.520 0.099 4.55 0.444 0.216 0.167 

34 l号墳 須Jt(、器 0.601 0.106 3.21 0.561 0.293 0.189 14.4 8.7 J~{田辺つ

35 l号墳 須恵器 0.382 0.393 3.38 0.532 0.351 0.227 109 127.0 不明

36 l号墳 須恵器 0.416 0.080 1.82 0.496 0.238 0.145 1.2 19.6 陶巴

37 l号墳 須恵器 0.420 0.069 1.97 0.468 0.271 0.112 2.0 25.4 陶巴
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U まとめ

1 .古墳の評価

羨道および、羨門前排水溝から出土した須恵器の型式を基準にすると、堀切11号墳の築造時

期は、大阪南部陶巴窯跡群中村浩編年のII-4から II-6段階に併行する 6)O その開始時期と

考えられる II-4段階は、かつて田辺昭三が『日本書紀」崇峻天皇元年 (588)蘇我馬子が日本

最初の本格的な寺院である飛鳥寺建立に着手した記載から、その下層出土中最も新しい一群に

相当するとみる見解を提示し、 6世紀第 4四半期のものと考えた 7)O しかしながら資料的に少

なく、良好なものとはいえなかった。その後白石太一郎は、藤ノ木古墳の被葬者を用明天皇没後、

587年に皇位継承を巡って穴穂皇子と宅部皇子が蘇我氏に殺された事件から、この2人の皇子

を比定した 8)。そして同古墳から出土した須恵器がやはりこの型式に相当することから、田辺

の年代観を再評価し、 6世紀第 4四半期が妥当であるとしたのである。その結果おおむねII-

4段階の相対年代はこの時期に想定されている。即ち、堀切11号墳の築造時期は、出土須恵

器のなかに少ないながらも当該期の資料が含まれ、 6世紀第4四半期に遡りうる可能性も否定

しきれないと考えられる。加えて羨道幅がより広い規模で、使用石材も大きく立派であること

から、 l号墳より古相としての位置付けもできなくはない。しかしながらそれらが積極的に肯

定される根拠として評価するには乏しく、本報告では可能性の範囲にとどめておく O

そして最終追葬時期は、 II-6段階の範鴎で把握することが可能といえる。その年代観につ

いては、西弘海が提起した飛鳥編年案によると飛鳥 Iに相当する。しかしその後飛鳥地域から

この時期の資料の増加に伴い、細分され、修正されはじめている。その主要なものに、 『聖徳

法王帝説』裏書きに辛丑年 (641)造営が開始されたと記された山田寺の整地層、並びにその

下層から飛鳥 Iの新段階の資料が出土した。また乙巳の変 (645)で焼亡した蘇我氏の邸宅跡

の可能性が高い甘橿丘東麓遺跡の焼土層SX037から当該期の資料が出土している。このこと

から飛鳥 Iの新段階が 7世紀中頃まで下がる可能性が出てきた。その結果、堀切11号墳の最

終追葬時期が同時期ないしそれ以前とみなせる。ちなみに羨門前排水溝からまとまって出土し

た須恵器の多くはII-5段階に併行する。この時期に関しては、年代を決定づける資料はない

が、奈良県馬見古墳群の牧野古墳出土のものが、同型式に相当することから 7世紀初頭前後の

年代観を想定する見解がある 9)O また当該期に属する高杯に関しては上述したとおりさらに 2

小期に細分可能で、あるO しかしながら今回の調査からは、この型式差が時間差として評価でき

るかどうかの判断材料を得られなかった。これについてはさらに検討課題として、今回の時期

別編年では従来通りの同一型式の範轄で捉えることにし、一時期として扱った。なおこの溝か

ら土師器高杯 (23)が出土した。これはやや深い椀形を呈し、外側ヘ楼形に大きく聞いた脚付

の器形である。土師器としてあまり類例はないが、 II-6から皿-1段階に同形の須恵器高杯

が認められる。加えてこれより小型のものは、枚方市平野山瓦窯第 2次調査8号窯や甘橿丘東

「ひ「ひ



麓遺跡SX037、前期難波宮水利施設第 7a層出土須恵器に類例がある。23は法量などからこれ

らより古相を呈していると考えられる。このうち前期難波宮水利施設第 7a層出土資料は年輪

年代で西暦634年伐採のヒノキ材を使用した木枠に関連するもので、 当該期の絶対年代の一端

を考える上で、補強する重要資料といえ注目すべきものといえる。

以上のことから堀切11号墳の埋葬時期は、追葬を含めておおよそ 6世紀第 4四半期に成立

の可能性を含み、 7世紀中頃までのほぼ半世紀に亘って及んでいたことがうかがえ、その聞に

少なくとも 1回以上の追葬を含めて葬送がなされたと推定される。

2.堀切古墳群の史的意義

以上述べたことから、 11号墳は石室規模と構造から堀切古墳群中 l号墳に匹敵するもので、

南山城の木津川左岸の綴喜西部地域において重要な位置を占める横穴式石室墳と評価できる。

この時期の群集墳が、丘陵南斜面を利用して、谷側に閉口する型式が一般的に知られる。それ

以前では丘陵頂部の尾根沿いに横穴式石室墳を構築する配置がみられ、堀切古墳群はこれらの

形態と共通し、踏襲していると考えられる。

平成17年調査の報告の 19 まとめ」なかで④堀切古墳群の古墳の動向と築造順位と題して、

考察した。その結果同古墳群の築造順位・動向は、

第 I期 :西側支群の 5号墳や 7号墳など、埴輪を有する横穴式石室墳の築造を晴矢として、

古墳群の築造が開始される (6世紀前半)。

第E期:第 I期から時期を隔てて、西側支群の4・9号墳、東側支群の い 11号墳が築造され、

古墳群の最盛期を迎える。TK43~ TK209型式期 (6 世紀後半~7 世紀初頭) 。 第 E 期末には、

竜山石産凝灰岩組合式家形石棺を安置した 6号横穴が築造される。

第皿期:古墳の築造が停止され、替わって横穴築造の最盛期を迎える。TK217型式期 (7世

紀前半)。

第N期:横穴の築造が停止される。ただし10号横穴では銅製帯金具が出土するなど、 一部

8 世紀代にかけても追葬が認められる (7 世紀後半~8 世紀)。

の4つの時期を想定した。今回の調査でもこのような古墳群の動向は、その築造順位に関して

おおよそ同意できる。ただ今回明らかとなった新たな成果から堀切古墳群の築造過程を再評価

すると、 11号墳の築造時期が 1号墳のそれより一型式遡る可能性があり、同時期ではないこと、

第E期の古墳群の築造が終了して、横穴築造の最盛期を迎えるが、このうち l・11号墳では

石室内に追葬が繰り返されており、横穴式石室の使用と横穴築造が同時併行している事実が明

らかとなった。これは単に築造が横穴式石室から新たな墓制としての横穴への転換という図式

だけでは理解しきれないことといえよう。即ち堀切古墳群は、 7世紀初頭の段階で、埋葬形式

として横穴式石室墳と横穴が混在していたのであり、横穴式石室墳と横穴の存続形態の推移を

具体的にたどれる希有な例といえよう O このことが同古墳群の大きな特徴ともいえる。

次に石室の特徴を周辺地域の古墳と比較すると 11号墳の石室は、 l号墳同様全長 9mを越
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える大型で、綴喜西部には例がなく、木津川右岸の城陽市黒土 l号墳、同市上大谷17号墳、

木津川市前桐2号墳、岡市井出塚古墳などが知られるにすぎず、南山城屈指の規模を有した古

墳といえる。加えて石室内の埋葬形態が二上山白石凝灰岩製組合式石棺を採用していることは、

山城地域において II-3段階の6世紀後半に想定される乙訓地域最大規模の横穴式石室を有す

る大型前方後円墳の物集女車塚古墳、 II-5段階の 7世紀初頭前後の嵯峨野の音戸山 5号墳、

堀切古墳群とほぼ同時期並行する前方後円墳ないしは円墳の可能性のある今里大塚古墳など各

地の古墳群で中心的位置を占める古墳にみられ、これら同様、地域内で、中心的な役割を担った

首長層の墳墓であったと考えられる。このような極めて特色のある石材を棺材としていること

は、山城地域でもヤマト政権と密接な関係を保つ特定された階層であったことを物語っている。

また l号墳との利用状況を比較すると、 1号墳より 11号墳の築造が l時期先行することが

ほぼ明らかとなった。そして埋葬施設に二上山白色凝灰岩製家形石棺をほぼ同時期ないしは相

前後して使用することから、 当地域の有力首長層がヤマト政権との密接な関係老維持し続けて

いた証拠といえよう O 加えて l号墳石室内から雲珠、轡、座金具、兵庫鎖などの馬具や刀子や

鉄鉱などの武器、ガラス玉からなる豊富な副葬品を保有することから、他の被葬者集団と比較

して、より上位の階層に属し、周辺一帯で、の中心的古墳であったことは、前回の報告ですでに

指摘したとおりである。 11号墳では、石室内が石材抜き取りの際に破壊を受けていることから、

副葬品の状況を知る手がかりをもちえないが、羨門前排水溝から僅かに飾金具の一部が出土し

ている。このことから同古墳でも一程程度の副葬品を備えていたと類推でき、かつ石棺の使用

や石室規模から想定して、 11号墳でも 1号墳同様豊富な副葬品を保持していた可能性もある。

一方近年、山城地域における横穴の位置付けに関する研究が進捗しつつある。そのなかで横

穴式石室と横穴の関連について、閉塞・開口作法・儀礼に共通性がみられる反面、墳丘の有無・

墓室の形状が異なることは、中央政権が何らかの関与した痕跡がうかがわれ、横穴式石室と横

穴を後期群集墳として同列に捉えることが了解される見解が出されている lo)O そのうえで“後

期古墳秩序"のなかで‘墳丘のない古墳"という性格付けをし、「大化薄葬令から…(中略)…墳

丘のない墳墓を含めて、墳墓の序列が定められているのである。そして“墳丘のない墳墓は、

墳丘のある墳墓に対して下位にランクされる"という社会通念があったことがうかがえる点を

強調したい。また逆に横穴式石室の下位に横穴がランクされていたという事実・記憶があった

がゆえに、そのような規定がなされたとも考えられる。」 と指摘している。

堀切横穴群については、西側支群に密集する傾向にあり、しかも丘陵東斜面の中位に尾根稜

線上に並行して開口部在東、木津川方向に向け主軸を揃えている。5・6号横穴が南に少し離

れている以外横穴は近接し、ほぼ等間隔に築造されるという共通性が認められる。このような

あり方は八幡市女谷・荒坂横穴群でも共通する。その報告のなかで横穴の配置に関して、最初

の段階で、数基の横穴を順次造っていくための範囲を分割し、埋葬主体者と集団間で、それを

相互に承認し合う関係があったことを想定している。この所見に対して、堀切古墳群の横穴に

門
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も適応できるものと考えられる。ここで出土遺物からその順位を想定してみる。

まず9号墳東脇の 6号横穴が横穴群の最も南、丘陵尾根の最深部に最初築造される。出土須

恵、器の型式から、 6号横穴の方が9号墳より古相を示すことから、先行すると考えられる。即

ち同古墳群の第E期、 II-5段階のなかでも横穴の方が先に造墓されたことになる。しかも埋

葬主体には兵庫県加古川流域の竜山石製家形石棺を採用し、玄室内に木炭敷の上に離を敷き詰

めた床を造っていることや、副葬品に金環、刀子などがみられることから厚葬をおこなってい

る。 1号・ 11号横穴式石室の三上山白色凝灰岩製家形石棺と比較すると、被葬者に階層差がみ

られる。それは古墳時代中期、 4世紀後半から 5世紀中頃にかけて畿内の重要な大型古墳の棺

に、共通して兵庫県加古川流域で産出する 「竜山石」で、作った長持形石棺が使われ、その周辺

には舟形石棺が分布する状況と類似する。すなわち前者の使用はヤマト政権中枢あるいはそれ

と密接に関係があった地域で、後者の分布はそこから一歩離れた政治的立場を示す地域である

と指摘されている。山城をはじめとする近畿の横穴式石室の主要な埋葬主体に採用される竜山

石製家形石棺が認められることは、これらの横穴式石室墳に次ぐものといえる。このことは横

穴にも該当することを物語っており、墳丘規模や埋葬主体の差が、一程度身分格差と符号する

ことを示唆するものといえる。ただし前方後円墳を理解する上で、古墳の大きさが権力の大き

さを示すものではないという見解も一方で提示されている ll)O

ついで 5号横穴が6号横穴の北に、 9号横穴が密集部の南寄りに築造される。5号が直葬で

あるのに対し、 9号では置き土や敷石などは舗設されず、棺台石上に木棺を据える方法をとり、

埋葬形式に格差がみられる。両方とも副葬品には須恵器だけであることにも注意する必要があ

る。この 9号が密集部での範囲を確定する際最初の基準となった位置を示すものと考えられる。

この時期がII-5から II-6の段階に想定できる。この後10号横穴が9号に接して南側に築

造され、 9号同様の埋葬形式をとる。ここからは銅製帯金具が出土し 7世紀後半以降追葬がお

こなわれたことがうかがえる。そして最後となるIll- l段階12)に8号が9号・の北に接して築

造され、 9号同様の埋葬形式をとる。ここでも副葬品は須恵、器だけに限られる。このように

みると、横穴密集部での7号から10号の埋葬形式はすべて共通していることが明らかであり、

それ以外は格差が認められ、異なる。しかしながら堀切古墳群では、時期を経るとともに、身

分格差にかかわらず総体として埋葬形態や副葬品は簡素化をたどっていく O

以上のことから横穴が最初に築造される II-5段階では、横穴式石室とは被葬者の階層差を

反映した形態を採用するが、次の段階では横穴相互にも序列が顕在化するようになる。ただし

密集部の範囲内で同一埋葬形式が時期を経ても維持し続けたことは、その場所に継続して埋葬

されていった被葬者達の身分に変化がなかったことを物語っている。それが一つの堀切横穴群

における家族の身分秩序の継承を意味し、その人々は整備された支配構造の管理下に絶えず置

かれていた結果と推測できる。そして横穴築造の終末は、横穴式石室の追葬が終わるのとほぼ

同時期ないし相前後する時期を想定することができょう。即ち堀切古墳群では、横穴式石室利

日

δ
F
h
u
 



用と横穴築造の最終段階がほぼ、一致するということは、単なる偶然ではなく、ヤマト政権の政

治システムの再構築に向けた新たな統治機構の整備と連動したものとして解釈できる。

以上のことを踏まえて堀切古墳群全体を立地環境から概観すると、東側支群、西側支群とで

は明らかに質的な差があったと考えられる。東側支群は、尾根最高位からやや下った稜線上に

l号墳、その南の丘陵中位に 3号墳、 l号墳南東約40mの支尾根上に11号墳が各々立地する。

11号墳は 1号墳より 5mほどやや低位の位置に 1号墳の軸線と揃えるように開口部を設けて

いる。このことから立地上 1号墳が優位といえる。これらは近接するのではなく、ある程度間

隔を置いて多少左右にずれながら大体南北に配置される。ただし南半の l ・11号墳だけは東

西に隣接して併設されている。

これに対し西側支群では 4・7・9号墳が尾根稜線上に南北に直線的に近接して立地し、そ

こから南方尾根稜線上の高位に 5・6号墳が位置する。これまでの研究から、西側支群の築造

過程は円筒埴輪と人物埴輪を配する 6世紀前半の 7号墳が、最初に築造される。次いで立地と

床面標高から 4号墳、 9号墳と継続するが、 5号横穴調査時に 4号墳から遺棄されたと考えら

れる陶棺が出土することから、 4号墳が後出することも考えられる。しかし出土須恵器の型式

から分析すると、 4号墳出土の須恵器は、 1号墳のそれとほぼ同型式の可能性があることから、

築造は 1号墳と併行関係にあることも予想される。また 9号墳出土の須恵器は、高杯蓋、高杯

杯部がより小型化することから、 4号墳より新相の型式であり、須恵器の型式編年から、やは

り4号墳の築造が先行する蓋然性が高いといわざるを得ない。 一方南側支群では、円筒埴輪を

有する 5号墳の築造が先行し、ついで6号墳と考えられている。

このような配列と築造順位は、西側支群の東に隣接して展開する横穴群でも、類似したあり

方がみられる。

以上のことを踏まえ、改めて堀切古墳群の古墳の動向と築造順位については、以下のように

整理できる。

第 I期:西側支群の 5号墳や 7号墳など、埴輪を有する横穴式石室墳の築造を晴矢として、

古墳群の築造が開始される (6世紀前半)。

第H期:第 I期から時期を隔てて、西側支群の 4・9号墳、東側支群のい 11号墳が築造され、

古墳群の最盛期を迎える II - 4~II - 6 段階 (6 世紀後半~7 世紀初頭) 。

a小期:11号墳築造開始(限定付の可能性)

b小期 1号墳築造、 11号墳築造ないし追葬

末 期:西側支群の竜山石の組合式家形石棺を安置した 6号横穴が先行し、 9号墳がその後

築造される。

第皿期:古墳の築造が停止され、 l号 ・11号墳で継続して追葬。 それとともに横穴築造の

最盛期を迎える。 II - 6~皿 1段階 (7世紀前半)。

第N期:横穴の築造が停止されるが、追葬は継続しておこなわれる。ただし10号横穴では
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銅製帯金具が出土するなど、一部 8世紀代にかけても追葬が認められる (7 世紀後半~8 世紀)。

堀切古墳群全体としてこのような経緯をたどり、しかも異なる配置形態と埋葬方法を有した

二つの支群からなり、それと併行する横穴群も同様な法則性をもって併存している。その時期

は山城をはじめ畿内各地で新式の群集墳が盛行しつつある段階に相当する。そして 2系統(横

穴群を別に区分すると 3系統)の序列を有する集団がほぼ一定期間に存続し得たことは、かな

り整備された権力構造が全時期に渡って、ほぼ一貫した支配体制を維持し得たことと大いに関

連すると考えられる。このような体制下にあって群として集合している横穴式石室や横穴群で

も、その形態と内容は多様な序列に基づく 重層した家族聞からなっていたことを、堀切古墳群

から読み取れるであろう O
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百総括

山城地域の木津川左岸、綴喜西部は、京都府下でも有数の横穴群の密集地域であるとともに、

早くから古墳や横穴に関する調査・研究がなされてきたことから、これらの古墳や横穴の築造

の成立と変遷過程から、ヤマト王権との関わりについて注目を浴びてきた地域であり、研究も

進捗していることは学会でもよく知られている。

堀切11号墳は、径22mの円墳で、横穴式石室を内部主体にしているが、埴輪、葺石などの

外装施設は認められなかった。左片袖式の横穴式石室は、玄室が破壊されていたが、その掘形

長は、最大に見積もって 6m'まどの規模になり、ほぼ l号墳の玄室掘形長6mC袖石幅を含む)

と遜色なく、しかも玄室掘形幅も l号墳の基底幅約2.8mとほぼ、近い規模であり、 l号墳に匹

敵する規模の玄室で、あった可能性が高い。埋葬された須恵器のうち最古の一群は、 II-4段階

の範障で捉えることが可能であり、おおむね6世紀後半の築造に予想可能である。

南山城において、これだけの石室規模を有する古墳は数少なく、当地域屈指の古墳であるこ

とが判明した。しかも堀切ウマノセ山塊群丘陵の尾根筋沿いに 1号墳と東西方向に並列して、

ほぼ相前後する時期に築造されたことは注目すべきことといえる。石室内には、玄室最奥部に

て陶棺が、羨門前排水溝と東墳丘裾部から三上山白石凝灰岩製家形石棺片と陶棺片が出土する

ことから、追葬がおこなわれており、須恵器の型式から最大4時期にわたったことが想像でき

る。これらの埋葬主体の順序は、羨門前排水溝での出土状況を準拠すると、 二上山白石凝灰岩

製家形石棺が下層出土と古く、次いで土師器・須恵器などの副葬品、土師質亀甲形陶棺は上層

出土と層位的に前後関係がみられる。またこの出土のあり方は、まず石棺片、次いで副葬品、

最後に陶棺片と石室内から羨道外に運び出された順序を表している。このように石室内からの

搬出順を認識することは、玄室最奥部に陶棺片がまとまって出土し、最終段階での追葬された

ことと矛盾しなく、埋葬状況を裏付けていると考えられ、妥当といえる。そしてもう一つ考え

られる埋葬主体として、木棺直葬を想定することも可能であるが、このことは今調査で考古学

的な検証を得られず、推定の域を脱するものではない。それを視野に入れても埋葬主体として

石棺が先行し、次いで陶棺が追葬されたことは動かしがたい事実といえ、かつ東側支群のなか

で、 二上山白石凝灰岩製家形石棺は 1号墳と 11号墳で、ほぼ同時期ないし極めて短期間内に

相前後して継続して採用されたことになる。いずれにしても時間的間隔のズレはあるが、東側

支群で継続して二上山白石凝灰岩製家形石棺が採用されたことは、堀切古墳群内の東側支群に

埋葬された階層が同古墳群の中でも優位な位置を占めていたことは明らかであろう。このよう

に東側支群で追葬が繰り返されている状況下において、西側支群では新たな墓制である横穴の

築造が開始されていく。

そして横穴式石室と横穴での埋葬が併行している事実は、石室から横穴へという推移は単純

な図式では計り知れないことを上述の「まとめ」のなかで検討した。ただ、 6号横穴にみられ
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る組合式家形石棺の石材として山城地域で一般的な竜山石の凝灰岩を使用していることは、東

側支群の被葬者に次ぐ階層の横穴が西側支群に存在し、石棺の石材差は堀切古墳群を構成する

集団内での階層差を反映していると考えられる。即ち堀切古墳群の被葬者達は、同一集団内で

何らかのヒエラルヒーに基づいた階層からなる人々で構成された集団と考えられる。

このことは八幡市女谷・荒坂横穴群での複数の集落で一つの墓域を造成し、それを共同で利

用して、家族ごとに造墓活動するという被葬者像とは少し異なっているように思われる。

出土遺物に関してまず注目されるものに、須恵器の器形模倣の士師器短脚高杯がある。上述

された如く、この器形が確認される時期が極めて限定されることにその特徴を見いだせる。6

世紀後半から 7世紀における須恵器編年の基準として、その法量の差違が、時期差に連動して

いることが近年の研究から詳細に亘って検討されてきている。この成果に依拠すると、この土

師器短脚高杯もそれを知実に反映していると考えられる。即ち法量から奈良県牧野古墳出土と

極めて相似関係にあることから、ほぼ同時期ないしは相前後する時期を想定することが可能で

あろう。さらに平野山瓦窯や甘橿丘焼士層SX037出士、前期難波宮水利施設第7a層出土資料

のものが、法量分布からみると 11号墳や牧野古墳出土のものより小型化する傾向にあり、よ

り後出した段階のものといえ、従来からの編年観を再評価するものといえる。即ち牧野古墳の

築造がおおよそ 7世紀初頭を相前後する時期に想定されることや前期難波宮水利施設第 7a層

出土資料は年輪年代で西暦634年伐採の木枠に関連するもので、 7世紀前半以降の時期を充て

ることから、 11号墳の追葬時期の年代の一端をうかがうことができる。

ついで出土遺物の生産地に関して、 三辻利一氏の分析結果から、陶巴領域の範曙で収まるこ

と、須恵器の観察結果からは同一ないしは近接地からの供給であったことが指摘され、南山城

木津川左岸、綴喜西部の主たる生産地のものでないことがいえ、陶巴を含む大阪南部古窯群か

らの搬入品の可能性を指摘できょう O このことは須恵器の編年で後出の型式である平野山瓦窯

や隼上がり古窯など、の小地域単位の生産が開始される体制が成立する直前の、南山城の須恵器

供給の実態を示すものといえる。また、今回堀切7号横穴出土の埴輪の分析結果と、女谷・荒

坂出土の埴輪の分析を総合すると、木津川沿岸地域での生産の可能性を指摘されている。埴輪

についてはその成形、鍔の状態から東海系の可能性が高いが、胎土の特徴から搬入品ではなく

在地産の可能性があることは注目すべきことといえよう。即ち副葬品はヤマト政権下の影響を

色濃く反映した大阪南部地域古窯産であるのに対し、古墳を飾る埴輪は、東海の影響を受けた

在地産を使用していることに、南山城の在地首長層の社会的関係のあり方を微妙に反映した結

果といえる。

堀切古墳群は、 6世紀前半に当地域では、初めて横穴式石室をもっ古墳の造墓活動が開始し、

築造されたものである。そして対岸の木津川右岸胃山古墳群より南、前・中期の古墳が全く築

かれなかった青谷川沿いには、 61基ほどの横穴式石室を埋葬主体とする古墳群が築造される。

しかもそれより北、宇治川北岸には、考古学から継体天皇陵に想定する高槻市今城塚古墳と全
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く同形式のこの時期南山城最大規模を誇る前方後円墳宇治三子塚とそれに続く五ヶ庄北部から

木幡にかけて南山城最大の群集墳である木幡古墳群が形成される。さらに桂川左岸の乙訓地域

には物集女車塚古墳が築造される。この古墳は、 古墳時代後期の大王権力がそれを支持した政

治勢力に対して規格化された玄室空間の規模の差により身分的序列を表現した「畿内型」石室

をもった山城有数の横穴式石室墳である。これらの特徴として、その各地域において、前・中

期の古墳が確認されないこと、これらの古墳築造以後同様な墳丘規模を有する古墳がみあたら

ないことがまず指摘できる。次にその立地をみると、堀切古墳群は古山陽道と古山陰道の分岐

地点付近、 青谷川沿いの古墳群は、堀切古墳群の南、古代の山本駅で古山陽道・古山陰道から

東に分かれて木津川を渡り、田原道に至る入り 口に、宇治三子塚は巨椋池東岸の平坦地にあり、

久津川古墳群を北上して、宇治川を挟んだ北岸の地に位置する。ここは山科盆地を経て北端の

逢坂山を越えると近江につながる。また宇治川を遡り琵琶湖の南端勢多に行き着くと近江であ

る。即ち二つの幹線の分岐点にあたり、近江は継体を擁立した有力首長の勢力基盤であった。

そして北陸道を経ると継体の出身地とされる越前にたどり着くのである。一方青谷川沿いの古

墳群は、堀切古墳群と木津川を挟んだ右岸の地に所在し、そこから田原道沿いに宇治田原を経

るとやはり近江勢多に行き着く 。そこから東南に鈴鹿峠を越えたのち東海道をたどると尾張・

東海へとつながる。物集女車塚古墳は古山陰道が丹波に抜ける入り口に位置し、山陰と山城を

結ぶ交通路の要衝、結節点にあたることである。即ちこの時期、ヤマト政権を起点とした新た

なる路整備の一環として、南山城の北端と桂川右岸域は古墳と交通路により新たな一つのネッ

トワークが形成されたと考えられる。即ち堀切古墳群は、そのなかでも主要幹線道の重要な結

節点であり、交通の要衝の地に位置していたのである。

さらに石室構造や埴輪に関してみると、これらの古墳や黒土 l号墳、畑山2号墳、郷土塚4

号墳の横穴式石室の平面形に胴張り傾向がみられること 13)、使用された円筒埴輪に尾張系埴

輪の形態的特徴の要素がみられること 14)など、そこには近江、越前、美濃から東海へと技術

の伝搬を含めた密接な強い結び付きが想像される。とりわけ古墳時代後期に、綴喜西部、木津

川左岸京田辺市薪地区に密に分布する傾向は、上述した交通の要衝だけにとどまらず、極めて

政治的色彩を反映した結果と考えられる。

このように 6世紀前半以降南山城および桂川右岸域において、前代まで造墓活動がおこなわ

れなかった地域における交通の結節点に新たな型式の埋葬主体である横穴式石室を採用した古

墳が出現したことは、北陸の古墳動向の第4段階、 古墳時代後期前葉から中葉にかけての時期、

年代的には 5世紀後葉から 6世紀前半に相当する。そして前段階で前方後円墳がつくられてい

た地域とは別のところで、新しく中小規模の前方後円墳がつくられるようになる状況がこの段

階でみられると指摘している 15)。さらにこのような動向は全国的な状況として進行している

現象とみられ、新たにつくられた古墳も一代もしくは長くて二代で途絶えてしまい、次には続

かないことも特徴といえる。このような動きに連動して横穴式石室を内蔵する小円墳の集合、
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即ち新式群集墳の盛行という事態がこの時期以降顕在化してくる。このことは堀切古墳群にお

いても同様な現象として捉えることができょう。

いうなればその背景として、 『日本書紀』や 『古事記』にみられる継体朝の成立に伴う王権体

制の構築に連動し、その一翼を担った地域首長層の政治動向の表象といえる。しかも東海や越

前、近江の有力首長層がその継体擁立を巡って大きな背景になっていたことがこれまでの文献

史による研究から明らかになっている。『釈日本紀』にヲ|く聖徳太子の伝記の一つである『上宮

記』から推定される継体天皇の系譜のなかで、母の振姫(布利比弥命)は垂仁天皇七世孫とされ、

継体擁立に関して極めて重要な役割を演じたとされる北陸・近江・尾張や東国の氏族のなかに、

この垂仁天皇の皇子を始祖とする例が数多く見られることにも関係することが予想される 16)O

そして継体天皇は近畿に入って以降、河内国の北部樟葉宮で即位したのち、山城の筒城(綴喜)

宮、弟国(乙司iI)宮を20年にも渡り転じた後、ようやくヤマト政権のあった南大和磐余宮に向

かう O その理由として 『日本書紀』にみえる武埴安彦・吾回媛、属坂王 ・忍熊王の 2つの反乱

伝承である。その戦いの舞台となったのが輪韓河、挑河(今の泉河で、木津川が湾曲して北流

するあたり)、羽振苑という地点、今の祝園、伽和羅(現在の八幡市八幡)、尿揮、今の樟葉

である 17)。 このように木津川左岸の南山城地域に展開した争乱のあった場所は、つぎの継体

天皇がヤマト政権に入る前段階の宮の位置と一致していることは偶然とは思われない。しかも

そこには前述した古墳群や横穴が造営される。このような築造動向の大きな変化について、継

体朝以降のヤマト政権の構成主体や政治変動に歴史的に関連している可能性は既に指摘された

ことである 18)0 6世紀前半は、南山城において活発な群集墳や横穴を含む古墳築造が新たな

区域で活発に始まった時期と軌をーにする。その史的特質を表象するひとつに堀切古墳群の存

在があると考えられる。くわえて横穴式石室に追葬という葬送とそれに伴う儀礼が依然残存し、

継続している段階に横穴の築造がおこなわれることは、地域における首長層と有力農民層の緊

張した状況を呈していると予想できる。即ちヤマト政権にとって地域首長層を完全にその支配

下に組み入れられなかったことを暗に物語っていると考えられる。そして新たに有力農民層を

新たな墓制としての横穴築造を承認したことは、ヤマト政権にとって一元的支配構造を確立し

ていくための政治的手段であった。しかしながら急展開するまでに至らず、地域首長層の葬送

儀礼を追葬という形態で、温存せざるを得なかったヤマト政権の脆弱さを示すものといえる。

このような状況を理解する上で、手がかりとなる重要な視点として古墳時代後期小規模な円

墳や方墳が複数まとまって群をなし、それを「後期群集墳」と呼称する古墳群がある。その形

成された背景に生産力の進展に伴い有力農民層が台頭し、その勢力が増大するなかで「中央政

権にとっては、次々と生まれてくるこうした新興勢力を取り込むために、彼等に古墳築造を認

めることによって、身分秩序のなかに組み込むという 『政策』をとる必要があったJ19)と認識

されている。それを踏まえて岩松は「横穴式石室墳と較べて横穴の分布範囲が限られている点

を鑑み、墳丘のない古墳である横穴は、横穴式石室墳よりも特殊な古墳で、あったのであろう。
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横穴式石室墳が、地方の氏族を介しての築造の承認だとすると、横穴は中央政権が直接的に関

与した墓であったと考えられまいか。直接的に中央政権が地方支配に乗り出す必要があった場

合に、地方氏族に対抗して、その地の有力農民層に横穴の築造を認めたものであろう。横穴式

石室墳よりも新しく出現することは、地方氏族の地方支配の過程と中央政権がそれを切り崩す

時期のズレが表れているのであろう O また中央政権と直接結びついているため、特別な副葬品

を有する横穴も散見されるのであろう」と位置付けた20)O

このような視点に立つならば、堀切古墳群での横穴式石室における追葬と横穴築造が併行す

る背景が理解できる。こうした状況を克服するまでにはもう少し時聞を要するが、同古墳群は

ヤマト政権、地域首長層、有力農民層という三重構造から脱却してはじめて、古代国家成立の

前夜へと推移していく過程を詳細にたどれる可能性をもった極めて示唆に富む遺跡であること

に異論はないであろう O

本報告で、扱った堀切11号墳をはじめとする堀切古墳群は、継体朝という新たな政治的枠組

みに関与し、それの支持勢力となった地域首長層の墳墓であるという推定の上で検討してきた。

これらの古墳群や横穴の具体的な内容や果たした役割に関しては、堀切古墳群だけでなく周辺

一帯のさらなる調査と、須恵器や埴輪を含めた出土遺物の生産地および、その流通の様相を解

明していく科学的分析を含めた作業が必須の課題であり、本報告がそのための検討の一助に供

することができれば、幸いである。そして本調査成果がこのことを進捗する材料として、かっ

律令国家成立前夜のヤマト政権周辺地域の実態がより一層明らかにしていく今後の研究の手が

かりに役立つことを期待する次第である。
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註17 門脇禎二「古代王権と今城塚古墳 継体大王と三嶋の地」高槻市教育委員会編

『継体天皇と今城塚古墳』吉川弘文館 1997 

なお、同書では、伽和羅について 「現在の田辺町川原」とある。長らくそのように考えられてきたが、

八幡市正法寺文書の調査により現在では八幡市八幡付近とされている。

註18 都出比目志「古墳時代中朝系譜の継続と断絶J11待兼山論叢』第22号史学篇 大阪大学文学部 1988 

註19 福永伸哉「共同墓地J[(古代史復元古墳時代の王と民衆j]6講談社 1989 

註20 註10に同じ
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